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▼
「
手
元
を
見
た
と
き
に
色
が
あ

る
と
元
気
が
出
る
と
思
っ
て
」。
菊

池
人
の
宮
川
さ
ん
の
指
先
に
は
鮮

や
か
な
ピ
ン
ク
や
淡
い
グ
リ
ー
ン

の
マ
ニ
キ
ュ
ア
が
。
色
は
時
に
力

を
与
え
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。
皆
さ

ん
は
何
色
が
好
き
で
す
か
？ 

ち
な

み
に
、
宮
川
さ
ん
の
作
品
は
現
在
、

中
央
図
書
館
に
て
展
示
中
。
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
♪ 　

東
田

▼
進
む
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
。
1
人

1
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
い
う
環

境
は
、
自
分
が
子
ど
も
の
頃
は
想

像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
技
術

は
進
む
よ
ど
こ
ま
で
も
。
し
か
し

あ
く
ま
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
ツ
ー

ル
。
自
分
で
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
ん
な
中
、
今

で
も
私
は
抜
け
が
多
い
。
頑
張
ろ

う
今
林
。
考
え
よ
う
今
林
。 

今
林

▼
今
月
は
成
人
式
実
行
委
員
を
取

材
。
す
る
と
、
委
員
の
中
に
実
家

の
近
所
に
住
ん
で
い
る
子
が
。
ず

い
ぶ
ん
と
大
人
び
た
姿
に
最
初
は

誰
だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昔
と
変
わ
ら
ず
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
幼
い
頃
を
知
っ
て
い
る
だ

け
に
感
慨
深
か
っ
た
で
す
。
僕
も

気
づ
け
ば
31
歳
。
も
っ
と
成
長
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

三
代 

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊市所 菊池市役所本庁舎

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

28 3/1 2 3
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七　公総務課
■行政相談 10：00～
正午七　公総務課
●みんなでワイワイ!
たのしい音読
11：30～七　図
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

4
◆すくすく講座�
10：30～１１：30
児童セ

5
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
◆バランスを整える!
からだバー講座
18:30～20:00
菊中公人権啓発・男女
共同参画推進課

6
●日本語カフェ
15：00～菊中図
●おはなしの会
10：30～菊中図

■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

7
◆SDGsリレー講座
14：00～菊中公

8 9
■年金出張相談　
10：00～15：30（要予
約）菊市所健康推進課
●６･７カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

10
◆福祉の仕事巡回相
談窓口�
10：30～15：00
ハローワーク菊池
●3歳児健診 13：00～
13：30（受付）こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

11
■手話通訳者配置�
9：00～正午菊市所
◆すくすく講座�
10：30～１１：30
児童セ
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

12
●3歳児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

13
●おはなしのもり
10：30～菊中図

14
◆SDGsリレー講座
14：00～菊中公

15 16
●６･７カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

17
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
泗支所総務課
■行政無料相談
10：00～ 正午泗支所
総務課
◆社会保険労務士に
よる無料相談会�
10：30～１6：30
菊市所商工観光課
■男女共同参画専門
委員相談� 13：30～
16：30（要予約）菊市所
人権啓発・男女共同参
画推進課

18
●献血⑭
9：30～16：00旭支所
◆すくすく講座�
10：30～１１：30
児童セ
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

19 20 春分の日
●おはなしパレット
10：30～菊中図
●おはなし会
11：０0～七　図
●おはなし会
14：０0～旭　図
●英語おはなし会
14：３0～菊中図

■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

21
●おたのしみ会
14：00～泗　図
◆第6回鞠智城講座�
13：30～ 歴史公園鞠
智城・温故創生館研修
施設
◆SDGsリレー講座
14：00～菊中公

22
●育児教室
9：30～10：30（受付）
こ健セ

23
■年金出張相談　
10：00～15：30（0要予
約）菊市所健康推進課
●2歳６カ月児歯科健
診 13：10～13：４0

（受付）こ健セ
■もの忘れ相談会�
13：30～15：00

（要予約）菊市所
高齢支援課

24
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■認知症介護家族の
つどい�
１３：３0～菊老福
■ 生 活 支 援 サ ポ ー
ター養成講座
１3：30～菊福館
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図

25
■手話通訳者配置�
9：00～正午菊市所
■納税相談夜間窓口�
～31日 ～２０：００
菊市所

26
●おはなしの部屋
11：00～泗　図

27
●おはなしのもり
10：30～菊中図

■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

28 29 30 31
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬
～２０：００菊市所 市民課

4/1 2 3

新型コロナウイルス感染症の
影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報は
ホームページをご確認ください。

大事な投票を忘れずに
菊池市長選挙
教育の現状と未来
ＩＣＴ教育で
未来を生き抜く力を育む

菊池人
宮川拓也さん

新成人の言葉
二十歳の誓い

吊
る
し
び
な
に

　

 

願
い
を
込
め
て
―



令和3年1月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：47,888 人 －95
　 菊池：23,715 人 －58
　 七城： 5,183 人 －9
　 旭志： 4,356 人 －17
　 泗水：14,634 人 －11
男　性：22,975 人 －56
女　性：24,913 人 －39
世　帯： 19,570 世帯 －19

年齢別人口 
0～14歳 6,197 人 13%
15～64歳 25,565 人 53%
65歳以上 16,126 人 34%
自然増減 社会増減
出  生：26 転  入： 82
死  亡：66 転  出：116

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
わいふ一番館で3月14日㈰
まで開催している「吊るしび
な展示会」。色とりどりのお
ひなさまや動物、まりなどの
飾りが会場を彩ります。高

たか

山
やま

和
がず

子
こ

さん（戸豊水）らが展
示を始めて18年目。子ども
たちの健やかな成長と幸せ
を願い、丁寧に飾り付けた
可愛らしい吊るしびなをぜ
ひご覧ください。

３ 菊池人　宮川拓也さん

４ 【菊池地域合同特集】 分別ルールを守って、ごみを削減　

8
9

菊池市長選挙
二十歳の誓い

10 ＩＣＴ教育で未来を生き抜く力を育む

12

13

菊池市中央図書館が
“ゆっくり過ごしたい世界の12の図書館・書店”に選出
プラチナ未来人財育成塾

14
15

国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座
健康だより 春に食べたい“旬の食材”／歯ッピーキッズ

16
17

輝けきくち
エンジョイスポーツ

18
19

文芸きくち
KiCROSSだより

20

21

人権・同和教育シリーズ
韓国発見シリーズ  こんにちは金です
菊池一族の遺産／交流の絆／わいふ一番館／菊池観光協会

22

～

27

情報つう
▼お知らせ　マイナンバーカードの健康保険証利用が始まります
／マイナンバーカードでマイナポイントがもらえる／菊池市奨学資
金貸付の申請を受け付けます／道路にはみ出した樹木はせん定・伐
採してください／市道の危険箇所を発見したらご連絡ください／国
民健康保険証（マル学保険証）をご存知ですか／アスベスト（石綿）
を含有する珪藻土製品について／農用地利用計画の変更（除外・編
入）申出書受付／身近な民事トラブル解決は簡易裁判所で／中小企
業退職金共済制度／土砂災害防止法に基づく現地調査を実施しま
す／知っていますか建設業退職金共済／ヘルプカードをご存じです
か／農業保険に加入しませんか／運転免許証の自主返納を考えて
いる人へ／軽自動車の廃車・変更・移転手続きはお済みですか／障
害年金を受給しているひとり親家庭の皆さんへ／市役所本庁舎窓
口に手話通訳者を配置しています
▼募集　熊本さわやか大学校入学生募集／菊づくりをはじめません
か／第33回熊本県シルバースポーツ交流大会参加者募集／高齢者
健康教室／職業訓練コース
▼相談・講演講習　いのちの電話相談／悩みをひとりで抱え込ま
ず相談してください／ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相
談／福祉の仕事巡回相談窓口／認知症介護家族のつどい／もの忘
れ相談会／社会保険労務士による無料相談会／納税相談夜間窓口
を開設します／生活のためのお金や住まいなどの悩みはありません
か／定期救命講習（普通・上級）
▼イベント　未就学児のためのすくすく講座／林家たい平独演会
／第６回鞠智城講座

28
29

地域おこし協力隊通信／活動報告会を開催します！
市民の広場／菊池の情報発信

30
31

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

32 TOPICS～まちの話題～
34
35

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／「赤ちゃんの駅」登録施設紹介

新型コロナウイルス感染症の影響により掲
載内容が変更になる場合があります。最
新情報はホームページをご確認ください。

　全国各地の温泉地の魅力を投票形式で競う、国民参加
型地域活性化プロジェクト「温泉総選挙2020Ⓡ」。歴史・文
化部門にエントリーしていた菊池温泉は１位に輝きました。

　「お肌がツルツルになる」「泉質はピカイチ」「菊池温泉が
んばれ！」といった応援コメントも多数いただきました。ご
支援・ご投票いただきました皆さん、ありがとうございま
した。

　今月号で菊池温泉観光旅館協同組
合から無料入浴券（組合加盟の温泉
宿のみ使用可）をプレゼント。詳しくは
クーポンをご覧ください。

感謝の気持ちを込めて

温泉総選挙公式ホームページ  ▶▶▶
https://onsen-ouen.jp/

【問い合わせ先】
商工観光課 ☎0968（25）7223
菊池温泉観光旅館協同組合 ☎0968（25）2926
菊池観光協会　☎0968（25）0513

菊池温泉が歴史・文化部門１位！
温泉総選挙2020Ⓡ

歴史・文化部門
1位　熊本県菊池市【菊池温泉】

2位　神奈川県箱根町【箱根温泉】
得票数 9,92０票

得票数 ９，１２４票

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

31 2

崇城大学芸術学部美術学科１年

宮川 拓也さん

描
く
こ
と
が

自
分
を
強
く
す
る

Profile　みやがわ・たくや
平成13年8月30日生まれ。菊池南中学校、大津高校
普通科美術コース卒業。現・崇城大学芸術学部美術学
科洋画コース1年生。第81回銀行展南風堂賞。令和
元年度熊本県高等学校風景画コンクール特選。熊日
美術展公募「くまもと『描く力』2020」グランプリ部
門米田耕司賞。3兄弟の長男。甲森北区在住。19歳。

1_菊池公園から隈府の町並みを描いた『菊池市の夕景』は中央図書館で展示中 2_ウ
シの畜産を営む母の素

もと

子
こ

さんは受賞を誰よりも喜んでいた 3_描きたい風景や対象物
は入念に観察。父から譲り受けたカメラで満足いく構図が撮れるまで撮影する

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。
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合
志
市
南
陽
区
で
は
偶
数
月
の
第

1
日
曜
日
、
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
資
源
物
あ
つ
め
隊
」
が
、
資

源
ご
み
の
回
収
に
い
そ
し
ん
で
い
ま

す
。「
こ
の
音
は
ビ
ン
が
混
ざ
っ
と

る
ね
」「
古
紙
の
コ
ン
テ
ナ
に
段
ボ
ー

ル
が
入
っ
と
る
よ
」。
各
家
庭
の
前

に
出
さ
れ
た
資
源
ご
み
を
回
収
し
、

手
際
良
く
分
別
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
異
物
混
入
は
回
収
業
者
も
困
る

し
、
せ
っ
か
く
資
源
ご
み
を
集
め
る

な
ら
気
持
ち
良
く
分
別
し
た
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
代
表
を
務
め
る
永な

が

野の

寛ひ
ろ
しさ
ん
。「
蛍
光
灯
や
ガ
ス
缶
な

ど
の
危
険
物
が
混
入
し
て
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
気
を
付
け
て
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
が
地
域
の
分

別
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
う
れ

し
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
菊
池
市
福
本
一
区
で
は
毎
月
第
１

火
曜
日
の
朝
、
む
つ
み
会
の
皆
さ
ん

が
資
源
ご
み
の
回
収
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
代
表
の
水み

ず

上か
み

美み

代よ

子こ

さ
ん

は
「
20
年
以
上
続
い
て
い
て
、
い
つ

始
ま
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
ん
で
す

よ
」
と
話
し
ま
す
。

　
数
年
前
か
ら
は
60
歳
以
上
の
男
性

で
作
っ
た
六む

十と
う

会か
い（
瀬せ

の

上う
え

光こ
う

星せ
い

代
表
）

も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。「
活
動
を
続

け
る
こ
と
で
分
別
に
詳
し
く
な
り
ま

し
た
。
毎
月
た
く
さ
ん
資
源
ご
み
が

集
ま
り
、
活
動
が
浸
透
し
て
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
水
上
さ

ん
は
続
け
ま
す
。

　
活
動
の
中
で
会
話
が
弾
み
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。「
月
１
回
、
み
ん
な
の

元
気
な
顔
を
見
て
会
話
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
よ
。
会
員
も
募
集
中
で
す
」

永
なが

野
の

　寛
ひろし

さん（合志市） 瀬
せの

上
うえ

光
こう

星
せい

さん（菊池市）

　子ども会の休止で資源ごみの
回収を中断していましたが、地域
住民の“もったいない”という気
持ちが高まり、平成28年に有志
で団体を発足し活動を始めました。
集まってコミュニケーションがと
れる良い機会にもなっています。

　むつみ会から「手伝ってほしい」
という話があり、活動に参加して
います。続けることで分別の意
識も高まりました。地域の皆さ
んもきちんと分別してくれるの
で助かっています。今後もお互
い協力して続けていきたいですね。

1・2・3_ 合志市南陽区の「資源物あつめ隊」は偶数月の
第1日曜日の早朝から作業を行っている。ラベルの表示
を見たり、磁石を使ったりして資源ごみに他の物が混ざっ
ていないか確認。作業の合間には笑顔で話す姿も
4・5・6_菊池市福本一区のむつみ会と六

む

十
とう

会
かい

は毎月第１
火曜日の朝、公民館の前で資源ごみを回収。活動後は
その場に椅子を並べてお茶会が始まる

合志市南陽区では毎回約30人の住民が集まり、
会話をしながら楽しく作業を進めている

1

2

34

56

ル ー ルを守らず、乾電池 が
入ったまま捨てられたおもちゃ

資源物あつめ隊代表 六
む

十
とう

会
かい

代表
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菊
陽
中
学
校
で
は
教
室
に
ご
み
箱

を
２
つ
設
置
し
、
燃
え
る
ご
み
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
を
実
施
。
何
年

も
前
に
生
徒
会
が
始
め
た
活
動
が
定

着
し
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
現
在
は
教
師
が
ご
み
を
回

収
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

は
美
化
委
員
が
回
収
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　
生
徒
会
担
当
の
岩い

わ

切き
り

奈な

菜な

教
諭
は

「
生
徒
自
ら
集
め
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
が
出
し
て
い
る
ご
み
の
量
に
気

付
き
、
分
別
の
意
識
が
生
ま
れ
ま
す
。

今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
す
。「
本
校
で
は
入
学
時
に

分
別
の
説
明
も
行
っ
て
い
ま
す
。
実

際
の
行
動
を
通
じ
て
、
分
別
が
当
た

り
前
の
環
境
に
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
菊
池
郡
市
で
は
、
菊
池
市
、
合
志

市
、
大
津
町
、
菊
陽
町
の
2
市
2
町

で
ご
み
処
理
を
行
う
「
菊
池
環
境
保

全
組
合
」
を
設
立
し
、
共
同
で
施
設

の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
（
広
報
1

月
号
参
照
）。
ご
み
処
理
を
広
域
で

行
う
こ
と
で
環
境
負
荷
の
低
減
や
ご

み
処
理
費
用
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
、
効
率
的
な
資
源
化
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
正
し
く
分
別
で
き
て
い

な
い
と
施
設
の
故
障
や
作
業
の
手
間

が
増
え
、
資
源
化
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。「
ご
み
の
資
源
化
は
決

め
ら
れ
た
分
別
ル
ー
ル
を
守
る
だ
け

で
も
進
み
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
菊

池
環
境
保
全
組
合
の
施
設
管
理
を
受

託
し
て
い
る
有
価
物
回
収
協
業
組
合

石
坂
グ
ル
ー
プ
の
岡お

か

本も
と

悟さ
と
るさ
ん
。
大

津
美
化
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
ご
み
の

資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
は
法
律
や
ル
ー
ル
の
変
更
な

ど
、
ご
み
自
体
の
多
様
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。「
出
し
た
ご
み
が
何
に
な

る
の
か
、
ど
う
い
う
作
業
を
し
て
資

　
翔
陽
高
校
馬
術
部
で
は
、
毎
年
12

月
に
高
校
周
辺
の
住
民
と
協
力
し
て

資
源
ご
み
の
回
収
を
実
施
。
チ
ラ
シ

は
部
員
自
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。
毎

年
2
㌧
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
も
の
資
源

ご
み
が
集
ま
り
、
活
動
が
定
着
し
て

き
て
い
る
と
顧
問
の
中な

か

川が
わ

裕ゆ
う

介す
け

教
諭

は
話
し
ま
す
。「
20
年
以
上
続
く
活

動
で
、
近
隣
住
民
の
中
に
は
回
収
日

以
外
に
も
資
源
ご
み
を
提
供
し
て
く

れ
る
人
も
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て

生
徒
た
ち
に
も
分
別
の
習
慣
が
身
に

付
い
て
い
ま
す
よ
」。

　
馬
術
部
は
学
校
内
で
出
た
新
聞
紙

や
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
資
源
ご
み
も
回

収
し
て
い
ま
す
。「
他
の
生
徒
へ
も

分
別
を
呼
び
掛
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

部
員
か
ら
他
の
生
徒
、
家
族
や
地
域

へ
と
、
分
別
の
意
識
が
高
ま
っ
て
く

る
と
い
い
で
す
ね
」

源
化
が
進
ん
で
い
る
の
か
を
意
識
し

て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。「
継
続
で
き
る

分
別
に
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
機
械
で
行
え
る
部
分
は
機
械
で

行
い
、
減
ら
せ
る
負
担
は
減
ら
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
気
を
付
け
て
ほ

し
い
の
は
分
別
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。

他
の
人
が
行
っ
た
分
別
が
無
駄
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
み
を
出
す

と
き
に
は
、
改
め
て
家
庭
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
や
ご
み
分
別
冊
子
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」

　
分
別
ル
ー
ル
は
効
率
的
に
資
源
化

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
継
続
し
て
分

別
で
き
る
よ
う
検
討
し
な
が
ら
作
ら

れ
て
お
り
、
4
月
か
ら
は
よ
り
分
か

り
や
す
い
分
別
へ
と
一
部
変
更
を
行

い
ま
す
。

　
混
ぜ
れ
ば
ご
み
。
分
け
れ
ば
資
源
。

人
ご
と
で
は
な
く
自
分
ご
と
と
し
て
、

ご
み
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

豊
とよ

岡
おか

優
ゆ

奈
な

さん（２年）

岡
おか

本
もと

　悟
さとる

さん

有価物回収協業組合
石坂グループ

大津美化センター長

大
おお

山
やま

莉
り

乃
の

さん（２年）

水ですすいでも油汚
れや調味料などが落
ちない場合は、燃や
すごみに出しましょう。

翔陽高校馬術部 菊陽中学校美化委員長

　私自身もより一層分別に取り
組むようになりました。活動で得
た資金は馬の餌や馬具など部の
活動に役立てています。協力い
ただいている近隣住民の皆さん
に感謝の気持ちを持って、これか
らも活動に励みたいと思います。

　先生の指導や先輩の行動を見
て、新入生は分別をするのが当
たり前になっています。ごみ箱も
工夫し、分別を間違えないよう形
を変えて分かりやすくしています。
今後も美化活動を進め、分別の
推進を続けていきたいです。

プラスチック製ですか

プラマークはありますか

水ですすいで汚れが落ちますか

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

材質・形状別に分別

燃やすごみ

燃やすごみ

資源物J／プラマーク製品

こんなごみは燃やすごみへ

1

3 2

4

56

1・2・3_ 翔陽高校の馬術部では、毎年12月に部員が近
隣の住宅を訪問し資源ごみの回収を呼び掛けている。
校内で出た新聞紙や段ボールなどを回収し、保管する倉
庫を馬場の隣に設置
4・5・6_菊陽中学校の美化委員会では、先輩の活動を引
き継ぎ燃やすごみとプラスチックごみの分別を行っている。
ごみを収集するときは、かさばらないように空気を抜く

　分かりやすい分別と効率的なリサイク
ル推進のため、分別が一部変更になります。
主な変更点は以下の通りです。その他の
詳しい変更内容は、家庭ごみ収集カレン
ダーやごみ分別冊子を確認してください。
※菊池・七城・旭志地区は変更ありません

【問い合わせ先】
環境課 ☎0968（25）7217
家庭ごみ案内ダイヤル ☎0968（25）1116

　分類が「小型金物、小型廃家電」から
「不燃物」になります。他の不燃物と一緒
に出すことができます。

小型金物、小型廃家電

　スプレー缶やライター、チャッカマン、
ボタン電池などが追加になります。

特定品目

　ごみ分別冊子のほか、
各自治体のホームページ
からも確認ができます。
ごみ分別冊子 二次元コード→

分別方法はホームページにも掲載

※�白色トレイや発泡スチロールも「資源
物J」に一緒に出すことができます

プラスチック製品

資源物J※

プラマーク製品
（プラスチック製容器包装）

燃やすごみ

プラマーク
表示あり

プラマーク
表示なし
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菊池市長選挙
【問い合わせ先】 菊池市選挙管理委員会 ☎0968（25）7201

４月11日㈰ 午前7時～午後7時
４月4日㈰

投
票
で
き
る
人

　
令
和
３
年
４
月
３
日
調
製
の
菊
池
市

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
公
民
権
停
止
者
は
登
録
さ
れ

て
い
て
も
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の
資
格
要
件

▼�

平
成
15
年
４
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

▼�
令
和
３
年
１
月
３
日
ま
で
に
本
市
に

住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
。

▼�

令
和
３
年
４
月
３
日
現
在
で
欠
格
事

項
（
公
職
選
挙
法
第
11
条
、
２
５
２

条
お
よ
び
政
治
資
金
規
正
法
第
28

条
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以
降

に
各
有
権
者
へ
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の

際
に
該
当
す
る
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で

も
投
票
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
期
日
前
投
票
、
ま
た
は
不
在

者
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
の
は
が

き
を
開
く
と
「
期
日
前
投
票
又
は
不
在

者
投
票
の
宣
誓
書
・
請
求
書
」
が
印
刷

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

【
場
所
】

▼
菊
池
市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室

▼
七
城
支
所
仮
庁
舎
子
育
て
支
援
室

▼
旭
志
支
所
会
議
室

▼
泗
水
支
所
１
階
会
議
室

【
期
間
・
時
間
】

４
月
５
日
㈪
～
10
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
午
後
8
時

そ
の
他

▼�

選
挙
公
報
は
区
長
を
通
じ
て
各
戸
へ

配
布
し
ま
す
。

▼�

選
挙
当
日
は
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
に

記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

▼�

当
日
は
開
票
速
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

投票区 投票所 区　　　域
第1 熊本県県北広域本部 上町・立町・高野瀬
第2 ふれあい交流センター 袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口・稗方・堀切

第3 菊池市役所本庁舎 中町・下町・切明・立石・迎町・中央通・横町・正院町・
栄町・北原・大琳寺・北宮

第4 文化会館小ホール 西正観寺・東正観寺・片角・亘・築地

第5 藤田公民館 神鶴・菊池松島・日向・柿木平・中原・藤田・下木庭・
上木庭

第6 水源支館 菊池佐野・鍋倉・原細永・日生野・伊牟田・滝黒仁
田・木佐木・下組・塚原・長六・岩平

第7 水迫里山の家 戸城・永山・伊野・杉生・木護・柏・鉾の甲・生味・古
川・立門

第8 龍門体育館 寺小野・染土・長野・龍門1・雪野・小木・中山・鳳来・
穴川

第9 迫間支館 西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・太田・東迫間・戸豊
水・大柿・菊池平野・茂藤里・篠倉・伊倉・道園・金峰

第10 西部市民センター 深川・上長田・野間口・神来・上西寺・中西寺・辻・下
西寺・南古閑・北古閑・東原

第11 花房小学校体育館 村田・下長田・大塚・上出田・下出田 ･ 植古閑・広瀬・
木柑子・花房台

第12 戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・下赤星・上赤星

第13 七城老人福祉センター 山崎・上水次・下水次・岡田・流川・辺田・台・瀬戸口・
居屋敷の里

第14 七城公民館 荒牧・高田・五海・西郷・西郷従業員住宅・砂田西団
地・羽根木・蟹穴・戸田島・七城田中・本村・加恵

第15 七城体育館 甲佐町・新古閑・清水・宮園・菰入・間所・雇用促進
住宅・岩瀬・前川

第16 リバーサイドパーク 板井・梶迫・林原・元村・新村・打越・内島・小野崎・大
尺・七城松島・上橋田・下橋田

第17 岩本公民館 小川・姫井・九の峰・楠原・岩本・岩本住宅・伊萩
第18 高柳集落センター 北桜ヶ水・南桜ヶ水・平・高柳・湯舟・小原・高柳住宅

第19 旭志小学校体育館 妻越・津留・高永・伊坂・大迫・特養あさひが丘荘・新
明団地

第20 川辺コミュニティセンター 片川瀬・尾足・川上・川下・出分・川辺南・あさひが丘

第21 泗水支所
薬師・上高江・福本一・福本二・泗水社・田吹・福本
団地・東原団地・村吉・富・富出分・泗水田中・竹の
下・迫田団地・堂迫団地・北原団地・久米二・久米
一・三万田

第22 泗水東小学校体育館 永・永出分・富納・泗水苑・飛熊・上住吉・南住吉・北
住吉・南山手

第23 泗水西小学校体育館
田島一・田島二・猪の目・岡・泗水平野・井戸方・泗
水佐野・糠泉・辰頭東団地・辰頭西団地・サニーサイ
ド・田島団地・高江・高江出分

第24 泗水 B&G 海洋センター
体育館

老人ホーム・富の原中央・富の原台・富の原東・ミラ
イアル第1寮・菊池園・富の原北・菊農高寮・富の原
一・富の原西・朝日団地・富の原団地

第25 泗水第 2 体育館 桜山一・桜山二・桜山三・桜山四・桜山五・桜山六・
桜山七・桜山八・桜山九・永南

投票日
告示日

投票所を間違えないようご注意ください。投票所一覧

立候補予定者説明会を
開催します

新型コロナウイルス感染
症対策にご協力ください

　立候補するときは、公職選挙法など
に規定された各種届出書類を提出す
るほか、選挙の際には選挙運動や収
支報告などが必要となります。
　立候補予定者の届出事務説明会を
次の日程で行いますので、関係者は
出席してください。

【投票所】　消毒液の設置や定期的な
換気など、感染症対策を行います。

【投票所へ行くときは】 発熱の確認、
マスクの着用、来場前・帰宅後の手洗
い・うがいなど、感染症対策にご協力く
ださい。また、持参した鉛筆やシャープ
ペンシルなどを使用して投票できます。

3月23日㈫ 午前9時30分
市役所本庁舎3階305大会議室

日時
場所

両
親
や
家
族
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝

常
に
努
力
し
、

く
じ
け
ず
一
歩
ず
つ
前
に

　生まれ育った菊池市で成人を迎えることを嬉しく思うと
同時に、社会を担う一員としての自覚を持っていかなけれ
ばならないと身の引き締まる思いです。
　私たちは生まれてから20年間、家族をはじめ友だちや
地域の人々、学校の先生など沢山の人に支えられて生き
てきました。これからの長い人生の中でも、辛いことや苦
しいこと、一人では乗り越えられないこともあるかもしれ
ません。そんなときは、共に歩んだ仲間たちやこれまで
支えてくださった人々を思い出し、くじけず前に進もうと
思います。
　これからは一人の大人として常に努力し、何事にも感謝
する心を持って、一歩ずつ前進していきます。

　自然豊かな菊池市に生まれ、共に遊び、学びあった仲
間と新成人を迎えることを心からうれしく思います。今ま
で私たちを育ててくれた両親や家族、支えてくださった
地域の皆さんのおかげだと感謝しています。
　二十歳という節目を迎えた私たちは、一人一人が感染
予防に努め、新しい生活様式を意識しながら、自分も周
囲の人たちも守っていく必要があります。そして、立場は
さまざまですが、これからの世界に貢献していけるよう頑
張っていきましょう。
　コロナ禍の中、残念ながら成人式は中止となりましたが、
感謝の気持ちを忘れず、成人としての決意を忘れず、力
強く、たくましく生きていくことを誓います。

成人式実行委員の皆さん。前列㊦から菅
か ん

美
み

紗
さ

理
り

さん（富の原北）、福
ふく

田
だ

涼
りょう

さん（立石）、杉
すぎ

水
みず

幸
さ

綺
き

乃
の

さん（板井）、山
やま

下
した

瑠
る

衣
い

さん（上出田）、齊
さ い

藤
と う

裕
ゆ う

太
た

郎
ろ う

さん（九の峰）、後列㊦から宮
みや

﨑
ざき

美
み

羽
う

さん（富納）、前
まえ

田
だ

照
しょう

英
えい

さん（辺
田）、源

みなもと

花
か

央
お

里
り

さん（東迫間）、中
なか

村
むら

多
た

聞
もん

さん（上出田）

中な
か

村む
ら

多た

聞も
ん

さ
ん（
上
出
田
）

宮み
や

﨑ざ
き

美み

羽う

さ
ん（
富
納
）

成
人
式
実
行
委
員
長

成
人
式
実
行
委
員

新成人の輝ける門出を祝う令和3年菊池市成人式。会場の変
更や延期など、開催に向けた検討を進めましたが、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のためやむなく中止になりました。
旧友との再会は叶いませんでしたが、成人式実行委員は当日流す
予定だった中学校ごとの思い出の写真をまとめたムービーをＤＶＤ
にして新成人への配布を決定。市長や恩師などからの祝福のメッ
セージ動画も加え、新成人の皆さんへ祝福とエールを込めて贈ります。
大人への一歩を踏み出した皆さん、おめでとうございます。

新成人２人の
決意の言葉をお届けします

二十歳
誓い
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全
国
的
に
も
高
い
教
育
レ
ベ
ル

　
市
で
は
平
成
27
年
度
ま
で
に
児
童

生
徒
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
小
中
学
校
に
約
８
０
０
台
整
備
し
、

学
習
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
も
進
め
る

な
ど
、
県
内
の
市
で
は
初
め
て
国
の

基
準
を
達
成
。
先
進
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
普

通
教
室
へ
の
電
子
黒
板
な
ど
の
導
入

も
平
成
27
年
度
に
完
了
。
調
べ
学
習

や
意
見
発
表
の
手
段
と
し
て
活
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
は

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
と
連
携
協
定
を
結

び
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ペ
ッ
パ
ー
」

も
導
入
。
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
学
習
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
㈱
日
経
Ｂ
Ｐ
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

教
員
指
導
力
の
観
点
か
ら
ま
と
め

た
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
０
で
は
、
小
学
校
で
全
国
17

位
、
中
学
校
で
は
19
位
と
上
位
に
位

置
し
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
力
の
高

さ
も
う
か
が
え
ま
す
。
市
学
校
教
育

課
の
上う

え

田だ

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

指
導
主
事
は
「
機

器
を
導
入
し
た
だ
け
で
は
授
業
改
善

は
進
み
ま
せ
ん
。
教
職
員
研
修
を
重

ね
、
教
師
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
き

た
こ
と
が
質
の
高
い
教
育
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
能
力
、
変
わ
る
授
業

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
新
学
習
指

導
要
領
で
は
、育
成
を
目
指
す
資
質・

能
力
の
柱
と
し
て
、
次
の
３
つ
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

知
識
及
び
技
能
が
習
得
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と

②�

思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
な
ど

を
育
成
す
る
こ
と

③�

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
な
ど

を
涵か

ん

養よ
う

す
る
こ
と

　
こ
の
３
つ
が
偏
り
な
く
実
現
さ
れ

る
よ
う
、
児
童
生
徒
の
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

け
た
授
業
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、

情
報
モ
ラ
ル
を
含
め
た
、
情
報
機
器

を
活
用
す
る
児
童
生
徒
自
身
の
「
情

報
活
用
能
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ら
の
教
育
の
実
現
に

向
け
、
国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
本
年
度
新
た

に
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

整
備
。
菊
之
池
小
学
校
で
は
変
わ
っ

て
い
く
授
業
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
よ
う
１
月
に
モ
デ
ル
授
業
を

実
施
。
６
年
生
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は

「
ツ
ー
ル
」
の
一
つ

　
授
業
は
今
後
、
大
き
く
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
学
力
向
上
や
学
び
の

質
の
向
上
を
支
え
る
た
め
の
「
ツ
ー

ル
」。
児
童
生
徒
に
基
本
的
な
活
用

方
法
を
習
得
さ
せ
な
が
ら
、
学
校
が

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
普
遍
的
な
指

導
技
術
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に

掛
け
合
わ
せ
、
教
育
の
質
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
力
を
育
む
こ
と
。

本
市
で
は
今
後
も
、
児

童
生
徒
の
「
未
知
の
未

来
を
生
き
抜
く
力
」

の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

キーワード

　パソコンやタブレット端末、イ
ンターネットなどの情報通信技
術を活用した教育手法のこと。
I C T は 「 I n f o r m a t i o n 
a n d  C o m m u n i c a t i o n 
Technology」の 頭 文 字 を
とった言葉で、日本語では「情
報通信技術」を意味します。

ＩＣＴ教育

ＩＣＴ教育で
未来を生き抜く力を
育む
日常生活で進んでいるＩＣＴ（情報通信技術）。情報社会に
対応する力を備えることはますます重要になっていま
す。児童生徒の「未知の未来を生き抜く力」を育むため
に模索が続く教育現場。市で進むＩＣＴ教育の現状と未
来について紹介します。

【問い合わせ先】 学校教育課 ☎0968（25）7230

　どの地域でも一定の水準の
教育を受けられるようにするた
め、文部科学省 が 学校教育法
などに基づき、各学校で教育課
程（カリキュラム）を編成する際
に定めている基準のこと。小、
中、高等学校ごとに教科の目標
や教育内容を定めています。

学習指導要領
　1人1台端末と通信ネットワー
クを整備し、特別な支援を必要
とする子どもを含め、多様な子
どもたちを誰一人取り残すこ
となく、公正に個別最適化され、
資質・能力が一層確実に育成で
きる教育を全国の学校現場で
持続的に実現させる構想です。

GIGAスクール構想

インタビュー

一斉学習

　挿絵や写真などの拡大・縮小や画面
への書き込みなど、電子黒板を使って
分かりやすく説明することで子どもた
ちの興味・関心を高めることができます。

菊池南中学校では昨年の１１月にタブレット
を整備。早速ドリル問題を解いていました

モデル授業を実施した菊之池小学校では
クラスメイト同士で教え合う姿も

平成30年度に隈府小学校で行われたプロ
グラミング学習

個別学習

　デジタル教材の活用により、一人一
人の習熟の程度に応じた学習ができ
ます。自分が疑問に思ったことを深く
調べることも可能。学習履歴を把握す
ることで、個々の理解や関心の程度に
応じた学びを構築することができます。

協働学習

　タブレット端末や電子黒板を活用し、
教室内の授業や他地域の学校との交
流学習で子ども同士による意見交換、
発表などが可能。お互いを高め合う学
びを通じて、思考力、判断力、表現力
などを育成することができます。

― 教育の現場から

松
まつ

本
もと

　翔
しょう

教諭
（菊之池小）

澤
さわ

田
だ

ひろみさん
（菊之池小６年）

　タブレットを使う授業は子
どもたちが意欲的に学習に
取り組んでいると感じてい
ます。紙と違い何度でもや
り直しがきくので、とても効
率的です。今後もさらに分
かりやすい授業を目指します。

子どもたちの笑顔が
増えました

前より授業が
楽しくなりました
　 授業が分かりやすくなり
ました。プリントがないので、
書類を整理しやすくて、調
べながら授業を受けること
ができます。美容師になる
のが夢なので、タブレットで
動画を見て勉強したいです。
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作　文

　

僕
は
、
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾

＠
オ
ン
ラ
イ
ン
に
参
加
し
、
２
０
５
０
年

に
実
現
す
べ
き
プ
ラ
チ
ナ
社
会
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
プ
ラ
チ
ナ
社
会
と
は
、

簡
単
に
言
う
と
自
然
共
生
、
資
源
自
給
、

生
涯
自
立
、
多
様
な
選
択
枠
、
自
由
な
参

加
の
５
つ
を
実
現
さ
せ
た
２
０
５
０
年
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、僕
は
、学
び
を
進
め
る
中
で
、

プ
ラ
チ
ナ
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
重

要
な
こ
と
を
５
つ
考
え
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
緑
化
で
す
。
緑
化
を
進
め

る
こ
と
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
温
暖
化
を

解
決
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
プ
ラ
チ
ナ
社

会
の
実
現
条
件
の
一
つ
で
あ
る
自
然
共
生

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
世
界
規
模

で
緑
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
資
源
自
給
率
１
０
０
％
を

目
指
す
こ
と
で
す
。
日
本
は
資
源
に
と
ぼ

し
く
、
ほ
と
ん
ど
の
資
源
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
代
が
進
む
ご
と

に
資
源
は
飽
和
し
て
い
き
ま
す
。例
え
ば
、

鉄
は
あ
る
程
度
、
他
国
か
ら
輸
入
し
、
利

用
す
る
と
、
飽
和
し
て
い
き
、
そ
れ
以
上

の
鉄
は
不
要
と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
石
油
か
石
炭
で
の
輸
入
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
減
り
、
資
源
の
輸
入
に
頼
る
必

要
が
な
く
な
り
、資
源
自
給
率
が
上
が
り
、

同
じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
も
上
が
り
ま

す
。

　
三
つ
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
す

る
こ
と
で
す
。
日
本
は
他
国
と
の
交
流
が

少
な
く
、
日
本
独
自
の
考
え
方
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、

日
本
は
海
外
の
文
化
や
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
広
い
視
野
や
考
え
方
を
持
つ
べ
き
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
英
語
を
も
っ
と
日

本
に
普
及
さ
せ
た
り
、
異
な
る
文
化
で
も

相
手
を
理
解
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
四
つ
目
は
、
個
人
個
人
が
協
力
し
合
え

る
社
会
で
す
。い
く
ら
技
術
が
発
達
し
て
、

生
活
が
便
利
に
な
っ
て
も
人
と
人
と
を
結

ぶ
人
間
愛
が
な
く
て
は
、
豊
か
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
人
間
愛
と
は
他
人
を

思
い
や
り
、
志
し
、
敬
愛
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
間
愛
を
持
つ
こ
と

で
、
災
害
時
や
困
難
に
陥
っ
た
時
に
協
力

し
、
助
け
合
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
最
後
は
、
多
様
性
で
す
。
プ
ラ
チ
ナ
社

会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
異
な
る
意

見
が
自
分
の
考
え
に
反
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
意
見
の
多
様
性
を

認
め
合
う
こ
と
が
プ
ラ
チ
ナ
社
会
実
現
へ

の
一
つ
の
道
筋
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

る
と
多
種
多
様
な
選
択
枠
が
増
え
、
さ
ら

に
考
え
方
が
深
ま
り
ま
す
。

　
重
要
な
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
僕
は
こ
の
五
つ
が
と
て
も
重
要

だ
と
い
う
こ
と
を
こ
の
学
習
を
通
し
て
考

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
五
つ
だ
け
で

は
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
問
題
を
解
決
し
き

れ
ず
、
プ
ラ
チ
ナ
社
会
は
実
現
で
き
ま
せ

ん
。

　
そ
の
た
め
に
、
僕
達
は
自
分
な
り
に
考

え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

く
さ
ん
の
問
題
に
目
を
背
け
ず
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
協
力
し
、
解
決
の
道
へ
進
ん
で

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
皆
さ
ん
は
、
ど
う
考
え
、
ど
う
行
動
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
僕
は
、
こ
の
五
つ
を
大
切
に
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
と
向
き
合
い
、
進
ん
で
行
動

で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
自

分
か
ら
問
題
を
提
起
し
て
、
よ
り
よ
い
プ

ラ
チ
ナ
社
会
を
２
０
５
０
年
に
創
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

七城中学校２年　志
し

水
みず

健
けん

祐
すけ

さん

参加報告

プラチナ未来人材育成塾で学んだこと

プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財
育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち10～3月号で
参加した生徒の報告書を紹介します。

菊
池
渓
谷
と
白
龍
を
イ
メ
ー
ジ

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
も

　
80
年
以
上
に
わ
た
り
ア
メ
リ
カ
で
発
行

さ
れ
て
い
る
イ
ン
テ
リ
ア
・
建
築
専
門
誌

「IN
TERIO

R D
ESIG

N

」。
こ
の
雑
誌

の
特
集
で
菊
池
市
中
央
図
書
館
が
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
国
や
メ
キ
シ
コ
、
カ

タ
ー
ル
な
ど
世
界
各
地
の
図
書
館
や
書
店

が
紹
介
さ
れ
る
中
、
日
本
か
ら
は
唯
一
の

選
出
で
す
。

　
中
央
図
書
館
は
こ
れ
ま
で
も
国
内
外
で

数
々
の
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
外
国
人
を
対
象
と
し
た
や
さ
し

い
日
本
語
講
座
や
認
知
症
予
防
に
も
な
る

高
齢
者
の
音
読
教
室
な
ど
、
課
題
解
決
の

た
め
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
菊

池
市
立
図
書
館
の
安や

す

永な
が

秀ひ
で

樹き

館
長
は
「
ぜ

ひ
図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
困
り
ご

と
や
疑
問
に
答
え
る
の
も
図
書
館
の
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
で
も
相
談
に
乗

り
ま
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

　
取
り
組
み
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
キ

ク
ロ
ス
だ
よ
り
や
キ
ク
ロ
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
関
連
19
㌻
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中央図書館のデザインに関する受賞歴一覧

中 央 図 書 館 が 掲 載 さ
れ て い る「INTERIOR 
DESIGN」のホームページ
はこちらからご覧ください。

中央
図書館

パソコンでご 覧 に なる
場 合 は「https://www.
interiordesign.net/」の

から「kikuchi」と検索し
てください。

平成29年 12th iDA International Design Awards (アメリカ) ブロンズ賞

平成30年

JCD Design Award 2018 (日本) 銀賞
DSA Design Award 2018 (日本) BEST50
ディスプレイ産業賞 2018 NDF (日本) 奨励賞
APIDA/ASIA PACIFIC INTERIOR DESIGN AWARDS 
26th 2018 (香港) Institutional Space部門　銀賞

Interior Design's 13th annual Best of Year Awards 
2018 (アメリカ) Library部門賞

IIDA 2018 Global Excellence Awards (アメリカ) Institutional category賞
IIDA Interior Design Competition 45th 2018 ファイナリスト入選
A'Design Award & Competition 2018 (イタリア) プラチナ賞

令和元年 Frame Awards 2019 (オランダ) governmental interior部門  ファイナリストノミネート
令和2年 第6回日本展示学会賞 日本展示学会賞
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

～ 高齢期の食事で大切なこと ～ ～ 献血にご協力ください ～
　高齢期には食事の量が少なくなるので、十分な栄養
が取れず、低栄養状態に陥りやすくなります。健康な
体をつくり、免疫力を高めるためにも、下記の３点を毎
日心がけて食事を取るようにしましょう。

①朝・昼・夕、3食食べましょう。
②�主食・主菜・副菜のそろった食事を心掛け、タンパク

質が不足しないよう、意識して食べましょう。
③「さあ、にぎやか（に）いただく※」と覚えて、1日7品
　目以上を目標にいろいろな食品を食べましょう。
※�魚、油、肉、牛乳、野菜、海藻、芋、卵、大豆製品、果物

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カードを
持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。
ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216 問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

献血推進キャラクター
けんけつちゃん「チッチ」

内 容 ４００ml献血

主 食
ごはん、パン、

麺類
肉、魚、卵、
大豆料理

野菜、キノコ、芋、
海藻料理

主 菜 副 菜

と き

ところ

３月18日㈭
午前９時30分～11時30分
午後０時４5分～４時

旭志村ふれあいセンター
「道の駅」旭志

１月6日・15日の歯科検診で、むし歯がなかったお子さんを紹介します。

栗
くり

原
はら

夏
か

穂
ほ

（高野瀬）
山
やま

口
ぐち

すず（遊蛇口）
岩
いわ

下
した

梨
り

愛
あ

花
な

（上町）
後

ご

藤
とう

　光
ひかる

（野間口）
新
しん

川
かわ

航
こう

平
へい

（東原）
田

た

邉
なべ

依
い

音
と

（上西寺）
津

つ

留
る

浩
こう

雅
が

（片角）

冨
とみ

田
た

琴
こと

巴
は

（立町）
永
なが

井
い

稜
りょう

磨
ま

（上西寺）
原
はら

　侑
ゆき

丸
まる

（栄町）
深
ふか

田
だ

　樹
いつき

（花房台）
福
ふく

田
だ

つき（立石）
福
ふく

田
だ

とき（立石）
福
ふく

田
だ

侑
ゆ

生
う

（上西寺）

角
つの

田
だ

麗
れい

次
じ

（間所）
平
ひら

井
い

波
は

瑠
る

（菰入）
平
ひら

田
た

凜
りん

太
た

朗
ろう

（高田）
岩
いわ

根
ね

なつ希
き

（岩本）
三

み

池
いけ

菜
な

々
な

花
か

（高永）
牛
うし

島
じま

希
き

歩
ほ

（南桜ヶ水）
上
うえ

原
はら

咲
えみ

花
か

（富の原一）

内
うち

川
かわ

陽
ひ な た

葵（富）
黒
くろ

田
だ

一
かず

至
し

（富の原北）
中
なか

川
がわ

結
ゆ

愛
な

（薬師）
村
むら

上
かみ

蒼
そう

一
いち

郎
ろう

（福本一）
横
よこ

田
た

伊
い

吹
ぶき

（富の原北）
和

わ

田
だ

　空
そら

（久米二）
永
なが

原
はら

汐
せ

夏
な

（富の原東）

❶�むし歯菌を減らすための毎
日の仕上げ磨き

❷�甘いものを減らしたおやつ
の工夫

❸�歯の質を強くするための定
期的なフッ化物塗布

むし歯を
予防するためには

3歳児健診時「むし歯なし」の子 （敬称略）※行政区は検診日時点

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

春は気候の変化や新しい環境でストレスを起こしやすい時季でもあります。旬を迎える
食材で栄養を補給して、冬の寒さで弱った体を目覚めさせましょう。今回は春が旬の食
材を使ったレシピを効能とともに紹介します。

材料（4人分）
【 具材 】 キャベツ 300g、
ネギ 1本、ピーマン 2個、
豚肉 100g、ニンニク（み
じん切り） 小さじ1、ショウ
ガ（みじん切り） 小さじ1

【調味たれ】 豆
トウ

板
バン

醤
ジャン

（お好
みで調整） 小さじ1、甜

テン

面
メン

醤
ジャン

 大さじ1、しょうゆ 大さじ1
【その他】 醤油・酒 各小さじ1、片栗粉 小さじ1、サラダ油 
小さじ2、ゴマ油 小さじ2

作り方
①豚肉をしょうゆと酒に漬け込む。②春キャベツはざく切りに。
③ネギは3mm程度の斜め切り、ピーマンは種を取ってネギ
に合わせて切る。④鍋にサラダ油をまわし入れて熱し、ニン
ニク、ショウガを炒める。⑤豚肉に片栗粉を混ぜ炒める。色
が変わったら、ネギ、ピーマンを加え炒める。⑥豆板醤・甜
面醤・しょうゆを加えて炒める。ピーマンに火が通ったらキャ
ベツを加えサッと炒め、火を止めてゴマ油を仕上げに入れる。

食材の効能
【キャベツ】 ビタミンCが多く、抗酸化作用により老化や動
脈硬化予防、美肌作りにも役立ちます。カルシウムも含ま
れており、骨の強化を助けるビタミンKも一緒に取れます。
新鮮なキャベツの汁から発見されたキャベジン（ビタミンU）
は胃粘膜を保護する抗胃潰瘍作用があります。

【豚肉】 ヒレに多いビタミンB１は牛肉の10倍も含まれ、
ニンニクに含まれるアリシンと合わせるとB１の効果が持
続します。

【ネギ・ニンニク】 香りの成分アリシンは殺菌、胃液の分泌
促進、高血圧を抑える働きが期待できます。また、糖質代
謝を助けるビタミンB１の吸収を高め、その効果を持続さ
せる働きもあります。また、ネギには抗酸化作用のあるβ‐
カロテンとビタミンCが多く含まれます。

食材の効能
【シイタケ】 2月～4月に旬を迎える春子は、干すとビタミ
ンDや旨味が増えます（秋子は柔らかい食感が特徴のシイ
タケです）。シイタケに含まれるエリタデニンは血中の余
分なコレステロールを減らす働きがあり、脂質異常症や動
脈硬化の予防に効果があると考えられています。カサの
部分に多いエルゴステロールは植物性ビタミンD、骨の強
化に役立ち、干すと濃縮します。免疫を強化するレンチナ
ンも豊富です。

【菜の花】 菜の花に含まれるイソチオシアネートには抗酸
化作用や解毒作用によって発がん物質を無毒化し、がんを
予防します。また、辛みや香りの成分が胃腸を刺激して食
欲増進させる効果もあります。造血作用のある葉酸も含
まれており、貧血予防におすすめです。

【ピーマン】 苦みのもとになっているメトキシピラジンの香
りには血流効果があります。他にビタミンCとE、β‐カロ
テンも含み抗酸化作用による老化防止や美肌効果も期待
できます。ビタミンCの働きを助けて毛細血管を強化する
ビタミンPも含まれています。

【ショウガ】 辛み成分のジンゲロールには血行促進や発汗
作用があり、体を温める効果があります。効率良く摂取す
るには細かく刻むか、すりおろすのがベストです。

材料（4人分）
【具材】 シイタケ（春子） 4
枚（60g）、菜の花 200g

【調味たれ】 淡口醤油 大さ
じ1、みりん 大さじ1、だし
汁（鰹だし） 大さじ4

作り方
①シイタケは焼いて裂き、たれに浸ける。②菜の花は半分
に切り、茹でて①と一緒に混ぜ、器に盛りつける。

年
金
の
ご
相
談
は
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
熊
本
へ

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
委
託
を
受
け
「
全
国

社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
」
が
運
営

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

■
主
な
相
談
内
容

▼
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
受
給
相
談

▼
年
金
見
込
額
の
試
算
▼
請
求
手
続
き

▼
源
泉
徴
収
票
・
支
払
通
知
書
・
年
金

証
書
な
ど
の
再
交
付
▼
年
金
記
録
に
つ

い
て
の
相
談

■
持
参
す
る
も
の

▼
年
金
証
書
▼
年
金
手
帳
▼
身
分
証
明

書
▼
本
人
以
外
が
相
談
す
る
場
合
は
本

人
か
ら
の
「
委
任
状
」
お
よ
び
代
理
人

の
身
分
証
明
書

退
職
予
定
者
セ
ミ
ナ
ー

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
退

職
予
定
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。（
参
加
費
無
料
・
要
予
約
）

と　

き　

毎
月
第
２
㈯　

午
後
1
時
30
分
～

■
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

▼
雇
用
保
険
制
度
の
し
く
み
・
失
業
手

当
の
手
続
き
▼
健
康
保
険
の
選
び
方
▼

年
金
の
受
給
要
件
・
金
額
・
在
職
中
の

年
金
▼
退
職
後
の
支
払
い
▼
老
後
の
生

活
費
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
熊
本
（
熊

本
市
中
央
区
花
畑
町
４
‐
１
太
陽
生
命

熊
本
第
2
ビ
ル
3
階
）

☎
０
９
６（
２
０
６
）２
４
４
４

相
談
時
間　

▼
㈪
～
㈮
：
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
15
分
（
週
初
の
開
所
日

は
～
午
後
7
時
）　

▼
第
２
㈯
：
午
前

9
時
30
分
～
午
後
4
時

※
電
話
で
の
年
金
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
熊
本
市
辛

　

島
公
園
地
下
駐
車
場
を
利
用
い
た
だ

　

き
、相
談
の
際
に
「
駐
車
場
の
利
用
」

　

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
駐
車
は
E

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
利
用
が
便
利
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
案
内
を
民
間
委
託

し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
の
人
に
対
し
て
、
電

話
・
文
書
・
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の

案
内
や
免
除
な
ど
の
申
請
手
続
き
の
案

内
を
民
間
事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

民
間
委
託
事
業
者

㈱
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
０
０（
８
０
８
）７
０
０
０

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　

民
間
委
託
事
業
者
か
ら
銀
行
口
座
を

指
定
し
て
、
A
T
M
の
操
作
に
よ
り
振

り
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
訪
問
員
が
現
金
を
回
収

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

自
動
音
声
案
内
「
2
を
押
し
て
2
」
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問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.54子
ど
も
か
ら
元
気
を

青
少
年
育
成
推
進
員
学
校
訪
問

　　

戸
崎
小
学
校
で
は
学
校
訪
問
の
前

に
、
校
門
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い

ま
し
た
。
登
校
班
で
楽
し
そ
う
に

や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
は
、
正
門

で
一
列
に
並
ん
で
一
礼
し
、
元
気
良

く
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
と
て
も
気

持
ち
の
良
い
一
日
の
始
ま
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
校
長
室
で
、
校
長
先
生
、

教
頭
先
生
、
稲い

な

田だ

益ま
す

城き

会
長
、
栗く

り

秋あ
き

真ま

由ゆ

美み

推
進
員
、
宮み

や

川が
わ

公こ
う

二じ

民
生
児

童
委
員
で
、
地
域
の
見
守
り
活
動
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
、
七
城
体
育
館
で
「
令

和
２
年
度
菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
地
区
別
研
修
会
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
十
分
な
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ

ル
ド・プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
学
び
ま
し
た
。

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
な
が
ら
積
極
的
に
体
を
動
か
し
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
身
に
つ
け
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
動
き
を
習
得
で

き
る
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
開
発

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

問い合わせ先
菊池市

スポーツ推進委員
協議会広報部

☎0968（25）7234

No.47菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
地
区
別
研
修
会

　

菊
之
池
小
学
校
で
は
「
立
ち
ど

ま
っ
て
あ
い
さ
つ
」
を
徹
底
し
て
い

て
、
に
こ
や
か
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
内
の
巡
回
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
す
る
姿
を
見
た

後
、
校
長
室
で
校
長
先
生
、
教
頭
先

生
、
稲
田
会
長
、
髙こ

う

山や
ま

孝た
か

雄お

・
藤ふ

じ

本も
と

「
菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
」

史
跡
め
ぐ
り
に
参
加
し
て

　　

広
報
き
く
ち
11
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
、
ふ
る
さ
と
か
る
た
史
跡

め
ぐ
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
隈
府
編
を
作
成
し
、

市
内
小
中
学
校
に
配
布
し
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
作
成
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
好
評
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
他
の
地
域
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
市

内
図
書
館
に
も
配
置
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
菊
池
一
族
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
ふ
る
さ
と
か
る
た
版
」（
小
学
生

対
象
）に
は
、３
組
の
家
族
が
挑
戦
し
、

子どもたちの元気なあいさつ

地域連携について協議

ふるさとかるた史跡めぐりＤＶＤ作成

　
「
あ
し
た
、
日
本
代
表
に
な
れ
る
。」

こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
ス

ポ
ー
ツ
を
ご
存
じ
で
す
か
。
最
近
、

認
知
度
が
広
ま
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」を
紹
介
し
ま
す
。

モ
ル
ッ
ク
と
は
？

　

モ
ル
ッ
ク
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
カ
レ
リ
ア
地
方
の
伝
統
的
な

「
キ
ュ
ッ
カ
」と
い
う
ゲ
ー
ム
を
元
に
、

１
９
９
６
年
に
開
発
さ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
母
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

サ
ウ
ナ
と
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら

気
軽
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

簡
単
な
ル
ー
ル
で
老
若
男
女
問
わ
ず

気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

モ
ル
ッ
ク
の
ル
ー
ル

　
ル
ー
ル
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
。「
モ

ル
ッ
ク
（=

投
げ
る
棒
）」
を
「
モ
ル
ッ

話
題
沸
騰

モ
ル
ッ
ク
の
魅
力

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
つ
ぶ
や
き

人権研修をするスポーツ推進委員

モルックのプレー風景

モルックで使用する用具

片足立ちで体のバランスをチェック

雄ゆ
う

三ぞ
う

推
進
員
で
懇
談
し
、
あ
い
さ
つ

の
指
導
や
学
校
の
環
境
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
先
生
の
頑
張
り
が
伝
わ

り
ま
し
た
。「
子
ど
も
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
た
」
と
い
う
推
進
員
の
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。

社
会
教
育
指
導
員　
渡わ

た

邉な
べ

松ま
つ

信の
ぶ

そ
れ
ぞ
れ
ふ
る
さ
と
か
る
た
の
セ
ッ

ト
を
獲
得
し
ま
し
た
。

大
迫
力
の
穴
川
夜
神
楽

　

毎
年
、
１
月
５
日
に
奉
納
さ
れ
る

穴
川
菅
原
神
社
の
夜
神
楽
が
今
年
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
過
ぎ
か
ら
、
北
宮
神
社

の
宮
司
に
よ
る
神
事
に
始
ま
り
、
10

座
の
舞
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

舞
が
進
む
に
連
れ
て
、
辺
り
は
深
々

と
冷
え
込
み
、
火
の
そ
ば
か
ら
離
れ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
舞
に
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

9
時
を
過
ぎ
る
と
、
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
第
10
座
、
先
端
に
御み

て
ぐ
ら幣

が
付

い
た
竹
を
持
っ
た
鬼
神
が
登
場
。
御大迫力の鬼神

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

日
頃
動
か
す
こ
と
が
な
い
部
分
が

動
か
さ
れ
た
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
か
ら
悲
鳴
に
近
い
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
人
権
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

幣
を
奪
い
取
ろ
う
と
す
る
若
者
と
竹

を
振
り
回
し
て
追
い
払
お
う
と
す
る

鬼
神
と
の
間
で
激
し
い
攻
防
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
御
幣
を
手
に

す
る
と
１
年
間
、
無
病
息
災
の
ご
利

益
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
穴
川
区
の
正

月
行
事
は
夜
遅
く
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

菊
池
市
で
は
、
岩
本
神
楽
、
住
吉

日
吉
神
社
雨
乞
太
鼓
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
地
域
の
伝
承
行
事
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

菊
池
の
農
産
物

　

菊
池
市
は
農
畜
産
業
が
盛
ん
で

す
。
潤
沢
で
清せ

い

冽れ
つ

な
水
と
豊
穣
の
大

地
か
ら
育
ま
れ
る
、
米
・
メ
ロ
ン
・

水
田
ご
ぼ
う
な
ど
の
農
産
物
、
西
日

本
有
数
の
畜
産
地
帯
か
ら
生
ま
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
牛
は
、
全
国
で
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

第12回
か
か
す
み
草

　

ご
ぼ
う
・メ
ロ
ン
と

　
　
　
　

 

豚
に
牛菊池産のメロン昨年度に開催した出前講座

２
０
２
０
年
に
見
直
さ
れ
た
「
菊
池

市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
」
に

つ
い
て
、
D
V
D
を
用
い
て
学
習
し

ま
し
た
。今
後
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

地
域
交
流
が
で
き
る
機
会
を
提
案
し
、

地
域
の
中
で
共
に
支
え
合
い
、
助
け

合
い
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。

カ
リ
ー
（
＝
仕
切
り
）」
の
内
側
か
ら

「
ス
キ
ッ
ト
ル
（
＝
的
と
な
る
ピ
ン
）」

に
向
か
っ
て
投
げ
、
倒
れ
た
ス
キ
ッ
ト

ル
の
内
容
に
よ
っ
て
変
わ
る
点
数
を
稼

ぎ
、
50
点
ぴ
っ
た
り
に
な
っ
た
チ
ー
ム

が
勝
ち
と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。

モ
ル
ッ
ク
の
魅
力

❶
計
算
の
要
素
が
あ
り
脳
ト
レ
に
な
る

　
勝
利
す
る
た
め
に
は
「
残
り
何
点
必

要
な
の
か
」「
50
点
到
達
す
る
に
は
ど

の
ス
キ
ッ
ト
ル
を
倒
せ
ば
よ
い
の
か
」

な
ど
得
点
の
計
算
を
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
自
然
と
脳
ト
レ
に
な
り
ま
す
。

❷
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る

　

モ
ル
ッ
ク
は
投
げ
る
技
術
だ
け
で

な
く
戦
略
も
勝
負
の
鍵
を
握
り
ま
す
。

チ
ー
ム
内
で
の
作
戦
会
議
の
中
で
、
自

然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❸
適
度
な
運
動
量

　
「
投
げ
る
」「
歩
く
」「
し
ゃ
が
む
」

と
い
っ
た
適
度
な
運
動
量
の
た
め
、
無

理
な
く
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
競
技
ス
ペ
ー
ス
や
道
具
の
大
き
さ
も

丁
度
い
い
「
モ
ル
ッ
ク
」。
モ
ル
ッ
ク

セ
ッ
ト
を
片
手
に
キ
ャ
ン
プ
や
ピ
ク

ニ
ッ
ク
に
お
出
か
け
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　　
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
」
も
今
年

度
最
後
の
掲
載
で
す
。
今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

予
定
し
て
い
た
多
く
の
行
事
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
は
、
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
合
え
る
よ
う
な
機
会
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
一

丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

公
園
の
樹
木
の
手
入
れ
春
隣

初
雀
声
の
弾
け
て
を
り
に
け
り

コ
ロ
ナ
禍
の
厄
祓
は
む
と
破
魔
矢
受
く

声
だ
け
が
闇
走
り
ゆ
く
猫
の
恋

唐
突
に
静
寂
を
破
り
笹
子
鳴
く

万
句
の
里
俳
句
会  

１
月
句
会

初
仕
事
育
て
る
事
が
生
き
が
い
と
春
の
野
菜
の
種
を
播
く
な
り

孫
か
ら
の
予
期
せ
ぬ
年
玉
あ
ま
ん
ず
る
身
こ
そ
哀
れ
を
隠
し
礼
述
ぶ

出
で
来
し
は
散
歩
の
堤
防
冬
枯
れ
の
葦
の
つ
づ
く
が
川
面
に
写
る

子
孫
ら
に
贈
る
年
玉
入
れ
る
袋
探
し
て
お
り
ぬ
笑
顔
み
た
く
て

冬
日
和
風
波
捕
ら
う
鴨
の
陣
浮
き
つ
沈
み
つ
有
明
の
海

緒
方　
正
俊

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

渡
辺　
光
夫

七
城
短
歌
会  

１
月
詠
草

陽
の
さ
し
て
庭
一
面
は
銀
世
界
踏
み
出
し
た
く
も
思
い
留
ま
る

肩
す
く
め
空
見
上
げ
る
に
赤
み
さ
す
梅
の
蕾
に
頬
の
ゆ
る
み
て

「
見
と
っ
て
」
と
園
庭
走
る
三
歳
児
声
援
受
け
て
ア
ス
リ
ー
ト
の
顔

亡は

母は

の
句
集
『
春
雷
』
と
し
て
新
た
な
る
年
を
迎
え
し
孫
、
子
の
も
と
へ

ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
ピ
ン
ク
の
服
に
近
寄
り
て
不
意
に
思
え
り
着
る
母
亡
き
を

岩
本
サ
ヨ
子

梶
原
美
智
代

緒
方　
悦
子

宮
本　
淑
子

江
頭　
桂
子

「
里
」短
歌
会  

１
月
詠
草

凍
て
つ
き
し
朝
の
木
戸
口
開
け
ゆ
く
に
白
き
野
良
猫
わ
れ
に
寄
り
来
る

霜
深
く
鞍
岳
颪
は
冷
え
び
え
と
睦
月
の
里
を
哮た

け
り
て
過
ぐ
る

洗
濯
を
整
然
と
干
し
な
が
め
る
は
吾
の
楽
し
み
小
春
日
よ
り
は

小
春
日
の
日
溜
ま
り
求
め
雑く

草さ

を
抜
く
小
さ
く
強
き
根
春
を
待
ち
を
り

春
若
葉
秋
は
紅
葉
も
み
じ
葉
は
散
っ
て
別
れ
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

山
城　
雅
子

中
川　
愛
子

田
中　
遥
子

岩
根　
博
恵

堤　
よ
し
み

渓
流
短
歌
会  

２
月
詠
草

木
洩
れ
日
を
啄
む
ふ
く
ら
雀
ど
ち
隙す

き

を
作
ら
ぬ
至し

純じ
ゅ
ん

見
せ
け
り

さ
あ
今
日
も
ミ
セ
ス
・
ロ
ン
リ
ネ
ス
行
き
ま
せ
う
夕
陽
見
送
る
あ
の
木
の
橋
へ

雪
降
れ
ば
庭
か
け
回
る
犬
の
よ
う
な
機
嫌
の
良
さ
を
君
は
持
ち
い
る

改
装
の
部
屋
に
差
し
込
む
陽
の
ひ
か
り
木
の
香
の
中
に
寝
そ
べ
り
て
み
る

仏
門
に
入
る
と
言
い
来
し
教
え
子
の
う
え
に
降
り
初
む
如
月
の
雪

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

小
堀　
久
男

菊
池
短
歌
会  

2
月
詠
草

孫
の
書
の
反
古
高
々
と
ど
ん
ど
の
火

会
え
ぬ
ま
ま
淡
雪
の
如
兄
逝
き
し

天
に
向
く
梅
の
蕾
に
大
志
あ
り

予
報
士
の
身
振
り
大
袈
裟
寒
波
來
る

一
陽
来
復
料
理
メ
モ
取
る
妻
老
い
ず

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

坂
崎
ユ
キ
子

青
木
ユ
リ
子

藤
本　
邦
治

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

１
月
例
会

寒
き
日
や
老
い
の
重
ね
着
転
ぶ
ほ
ど

山
眠
る
炭
焼
く
煙
か
真
っ
直
ぐ
に

初
雪
や
母
な
る
山
の
嶺
清
し

枯
れ
芒
白
く
波
う
つ
阿
蘇
高
原

垣
根
越
し
声
掛
け
ら
れ
て
葱
の
束

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

１
月
詠
草 岩

木　
敬
治

加
藤　
妙
子

川
口　
二
子

中
路　
郁
子

宮
本　
雅
子

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

テーマ「涙」

新
潮
社

1

主
婦
の
友
社

2

童
心
社

3

ロ
ク
リ
ン
社

4

1 青い鳥
重
しげ

松
まつ

　清
きよし

／著
　吃音症でうまくしゃべること
ができない村内先生。だから
こそ生徒たちに一生懸命語り
掛ける…。感涙必至の一作。

3 なきむしにかんぱい!
宮
みや

川
がわ

ひろ／作
小

こ

泉
いずみ

るみ子
こ

／絵
　涙は悲しいときだけじゃなく、
うれしいときだって出るんです。
たくさん泣いて大きくなった
咲
さき

の成長物語。泣いた分だけ
きっと成長できるはず。

図 書 館

　昨年度から県教育委員会と中央公民館の共催で、防災交通課
と連携した「防災士のためのスキルアップ講座」を開催していま
す。今年度は、昨年の10月10日から1月23日まで全5回の講
座を実施。地域防災力を強化する実践的スキルアップを目的に、
24人の防災士が受講しました。

２月初旬撮影

防災士のためのスキルアップ講座（2年次）を
開催しました

公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332 キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

水
みず

嶋
しま

丈
たけ

雄
お

／監修

2 �花粉症・アレルギーを
　自分で治す70の知恵

　つらい鼻水、くしゃみ、そし
て涙。少しでも症状を和らげ
たい人におすすめの一冊です。

アンドレ・フランソワ／作
ふしみみさを／訳

4 �わにのなみだは
　うそなきなみだ

　ヨーロッパではうそ泣きを
「ワニの涙」と表現します。そ
の理由を知るためにワニを捕
まえに行くのですが…。

第２回
　歌うママ防災士の柳

やなぎ
原
はら

志
し

保
ほ

さんを講師に迎え、日常生活の延
長でできる事前の備えや、今後、県が普及啓発を行う「マイ・タ
イムライン（事前防災行動計画）」について学習。すぐに役立つ
防災術を習得することができました。

備えが当然のまちづくり ～いますぐできる防災術～

第３回
　隈府小学校区の防災まち歩きを想定したワークショップを事
前に行いました。

学校と連携した地域防災力の強化

第１回
　熊本地震の教訓をもとに、住民共助による広域避難所の運営
について学習。西原村議会議員の堀

ほり
田
た

直
なお

孝
たか

さんから貴重な話
を聞くことができました。

防災とまちづくり ～西原村の奇跡～

第４回
　隈府小学校の先生や地域の区長、自治公民館長のほか、熊本
大学の学生と一緒にまち歩きを実施。地域内の危険箇所や防
災設備を確認しました。

隈府小学校区内の防災まち歩きを実践

第５回
　防災士同士の情報共有を図ることで、平常時・災害時の対応
について再確認することができました。

防災まち歩き実践後のプレゼンテーション

防災士でもある参加者からは
「防災の観点で見る景色はい
つもと違う感じがした。今度は
子どもとまち歩きしたい」や「他
の班の発表も大変勉強になっ
た」といった感想がありました

菊池プラザの写真 

忘れたくないもの、無くしたくないものを未来へ
　図書館では市の記録を残していくデジ
タルアーカイブに取り組んでいます。特
に菊池プラザ（旧菊池駅）やその周辺、菊
池電車の昔の写真を探しています。少し
だけ映り込んでいる写真でも構いません。
※写真はデジタル化後に返却します

19 182021 March広報きくち2021 March広報きくち



絵・文／橋
は し

本
も と

以
い

蔵
ぞ う

第 一 章

　阿蘇北宮神社の祭礼に市が立ったのが、始まりと記
録されています。しかし、それ以前から市が立っていた
のではないでしょうか。菊之城は本城が隈府に引っ越す
まで300年間の繁栄しました。市が立つ時代に入って
間もなく、創設されたと見ても不自然ではなさそうです。

其の21  上市場・下市場

問い合わせ先　市長公室 ☎0968（2５）７２５２

⑫

鮮やかな黄色と香りが
魅力の「黄ユズ」

【姉妹都市】宮崎県・西
にし

米
め

良
ら

村の特産品「ユズ」
　ユズは、古くから栽培されている西米良を代表する農作
物です。鮮やかな黄色と香り豊かなユズは、皮を薄く削い
で汁物に入れたり、細く切って煮物に添えたり、さまざまな
料理に使うことができます。冬至にはお風呂に入れてユズ
湯にすると、血行を促進して冷え性を緩和します。ユズに
含まれるビタミンCは美肌効果もあります。
　村内の観光施設やふるさと納税の返礼品で、年に3回青
ユズ、黄ユズ、冬至ユズをお届けする「ふるさと柚子の木

制度」でも取り扱っ
ています。
　詳しくは西米良村
観光協会（ ☎0983

（36）1111）ま で お
問い合わせください。

◆ 絵画連作 ◆
◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

　

了
俊
は
極
め
て
優
秀
な
戦
略
家
で

あ
り
、
勇
将
と
名
高
い
武
光
を
攻
略

す
る
た
め
、
長
い
時
間
を
か
け
て
入

念
に
準
備
を
施
し
ま
し
た
。
任
命
か

ら
2
年
後
、
現
地
の
元
北
朝
勢
と
共

に
作
り
上
げ
た
4
方
向
か
ら
の
包
囲

網
で
大
宰
府
を
攻
撃
。
大
宰
府
は
陥

落
し
、
久
留
米
の
高
良
山
へ
と
撤
退

し
ま
し
た
。
武
光
の
死
の
時
期
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
こ
れ
以
降
史
料
の
中
に
武
光

の
名
前
は
登
場
せ
ず
、
了
俊
の
ラ
イ

バ
ル
は
16
代
武た

け

政ま
さ

、
そ
し
て
17
代
武た

け

朝と
も

へ
と
移
り
変
わ
り
ま
す
。

　
１
３
７
４
（
文
中
３
／
応
安
７
）
年
、

高
良
山
か
ら
撤
退
し
た
武
朝
を
追
っ

て
、
了
俊
は
菊
池
の
水
島
へ
と
兵
を

進
め
ま
す
が
、
こ
こ
で
智
将
ら
し
か

ら
ぬ
大
失
態
を
犯
し
ま
す
。
味
方
で

あ
る
は
ず
の
少し

ょ
う

弐に

冬ふ
ゆ

資す
け

の
裏
切
り
を

疑
い
、
騙
し
討
ち
に
し
て
暗
殺
し
た

こ
と
で
、
少
弐
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
同

じ
守
護
大
名
の
島
津
や
大
友
の
反
感

を
買
っ
て
孤
立
化
し
、
結
果
13
歳
の

武
朝
に
敗
北
し
た
の
で
す
。

　

以
後
、
了
俊
は
守
護
大
名
た
ち
と

の
関
係
性
に
悩
む
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
、
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
で
菊
池

を
攻
め
立
て
、
１
３
８
１
（
弘
和
元

／
永
徳
元
）
年
に
菊
池
城
を
落
と
し
、

そ
の
10
年
後
に
は
八
代
城
に
籠
っ
て

い
た
南
朝
勢
を
降
伏
さ
せ
て
九
州
平

定
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

南
北
朝
の
合ご

う

一い
つ

後
、
了
俊
は
敵
方

だ
っ
た
武
朝
に
、
肥
後
の
領
主
職
を

与
え
ま
す
。
以
後
武
朝
は
了
俊
に

従
い
、
良
き
理
解
者
と
し
て
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
1
３
９
５
（
応
永
2
）
年
、
了

俊
に
上
京
の
命
が
下
り
、
突
然
九
州

探
題
の
職
を
罷ひ

免め
ん

さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
将
軍
足あ

し

利か
が

義よ
し

満み
つ

が
、
九
州
の
勢

力
を
掌
握
し
た
了
俊
の
反
乱
を
恐
れ

た
た
め
、
と
い
う
の
が
主
な
理
由
の

よ
う
で
す
。

　
了
俊
は
そ
の
後
、
駿す

る

河が

（
静
岡
県
）

に
移
り
、
晩
年
は
持
ち
前
の
文
才
を

生
か
し
て
『
難
太
平
記
』
な
ど
の
著

作
を
残
し
て
い
ま
す
。

今い
ま

川が
わ

了り
ょ
う

俊し
ゅ
ん

　

今
川
了
俊
（
貞さ

だ

世よ

）
は
、
戦
国
大

名
今い

ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

の
祖
先
、
遠
江
今
川
家

3
代
範の

り

国く
に

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、

室
町
幕
府
き
っ
て
の
智
将
と
し
て
名

を
馳は

せ
ま
し
た
。
１
３
７
０
（
建
徳

元
／
応
安
３
）
年
、
菊
池
15
代
武た

け

光み
つ

率
い
る
南
朝
勢
の
快
進
撃
に
頭
を
悩

ま
せ
た
幕
府
が
、
最
後
の
切
り
札
と

し
て
九
州
探
題
に
任
命
し
た
の
が
こ

の
人
物
で
す
。

金
キム

 相
サン

廷
ジョン

　
先
日
、
妻
の
友
達
か
ら
電
話
が
あ
り
、

韓
国
式
チ
キ
ン
や
い
ろ
い
ろ
な
韓
国
料

理
の
作
り
方
を
妻
に
尋
ね
て
い
た
。
彼

女
は
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
住

ん
で
い
る
が
、
近
所
に
韓
国
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
、
そ
こ
の
チ
キ
ン
が
お
い
し

か
っ
た
か
ら
自
宅
で
作
っ
て
み
た
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
私
た
ち
夫
婦
も
コ

ロ
ナ
が
流
行
す
る
前
に
行
っ
た
ソ
ウ
ル

旅
行
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
チ

キ
ン
を
食
べ
た
。
確
か
に
お
店
に
よ
っ

て
味
付
け
が
違
い
、
お
い
し
か
っ
た
。

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
か
ら
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
チ

キ
ン
と
い
う
一
度
素
揚
げ
し
た
チ
キ
ン

に
韓
国
式
の
甘
辛
タ
レ
を
デ
ィ
ッ
プ
し

た
物
や
ニ
ン
ニ
ク
た
っ
ぷ
り
の
味
、
カ

レ
ー
風
味
や
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
が
か

か
っ
た
物
、
ク
リ
ス
ピ
ー
タ
イ
プ
の
カ

リ
カ
リ
チ
キ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
。

　
チ
キ
ン
に
関
し
て
最
近
、
韓
国
農
林

畜
産
食
品
部
が
発
表
し
た
「
2
０
２
０

海
外
韓
食
消
費
者
調
査
」
の
主
要
結
果

が
報
道
さ
れ
た
。「
人
気
1
位
の
韓
国

料
理
」
に
韓
国
式
チ
キ
ン
が
選
ば
れ
、

キ
ム
チ
を
抜
い
て
世
界
的
に
も
知
名
度

を
上
げ
て
い
た
。
今
回
の
調
査
は
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
北
京
、
東
京
、

ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
、
シ
ド
ニ
ー
な
ど

各
国
の
主
要
16
都
市
で
行
わ
れ
た
。
地

域
別
に
人
気
の
高
い
韓
国
料
理
も
違
っ

て
い
た
。
北
中
米
は
プ
ル
コ
ギ
が
人
気

で
、
欧
州
は
ビ
ビ
ン
バ
、
北
東
ア
ジ
ア

は
サ
ム
ギ
ョ
プ
サ
ル
、
東
南
ア
ジ
ア
は

キ
ム
チ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
・
南
米
・
中
東

は
チ
ャ
プ
チ
ェ
が
相
対
的
に
高
か
っ

た
。 

　
韓
国
式
チ
キ
ン
と
は
、
コ
チ
ュ
ジ
ャ

ン
・
醤
油
な
ど
の
大
豆
調
味
料
を
ベ
ー

ス
に
し
た
ソ
ー
ス
を
か
ら
ま
せ
た
チ
キ

ン
の
こ
と
を
い
う
。
二
度
揚
げ
る
の
で

外
側
は
パ
リ
パ
リ
、
中
に
は
肉
汁
が

た
っ
ぷ
り
で
食
感
が
良
い
。
イ
ギ
リ
ス

の
有
名
な
フ
ー
ド
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

韓
国
の
新
聞
コ
ラ
ム
に
「
韓
国
の
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
は
無
視
で
き
な
い
。
本
当

に
お
い
し
か
っ
た
」
と
書
い
た
そ
う
だ
。 

多
く
の
韓
国
人
は
暑
い
夏
の
日
は
も
ち

ろ
ん
、雪
が
降
る
寒
い
日
で
も「
チ
メ
ッ

（
チ
キ
ン
＋
ビ
ー
ル
）」
で
家
族
や
友
達

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
。 

　
楽
し
い
旅
に
は
地
元
の
お
い
し
い
料

理
が
欠
か
せ
な
い
。
今
は
コ
ロ
ナ
で
海

外
旅
行
は
難
し
い
が
、
落
ち
着
い
た

ら
、
コ
ー
ラ
片
手
に

出
来
た
て
ア
ツ
ア

ツ
、
カ
リ
カ
リ
食
感

の
甘
辛
タ
レ
チ
キ

ン
を
頬
張
る
日
を

待
ち
わ
び
て
い
る
。

外
国
人
が
選
ん
だ
人
気
韓
国
料
理
１
位
は
？

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す
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【
作
文
の
部
】

「
ぼ
く
の
決
断
」

菊
之
池
小　
６
年　
吉よ

し

田だ　
光ひ

か
る

　

ぼ
く
の
小
学
校
生
活
は
、
も
う
す

ぐ
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
６
年
間
、
ぼ

く
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま
し
た
。

ぼ
く
に
は
周
り
の
み
ん
な
と
違
う
と

こ
ろ
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

ぼ
く
に
は
吃き

つ

音お
ん

が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ほ
ん
の
少
し
し
ゃ
べ
り
方
が

違
う
だ
け
で
、
い
じ
め
や
か
ら
か
い

を
た
く
さ
ん
受
け
ま
し
た
。
楽
し
い

は
ず
の
小
学
校
は
楽
し
く
な
く
、
行

き
た
く
な
い
学
校
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ぼ
く
の
こ
と
を
分
か
っ
て

く
れ
る
大
事
な
友
達
と
も
お
別
れ
し

て
い
じ
め
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
転
校

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
学
校
で
は
、
一
緒
に
遊
ぶ

友
達
が
で
き
、
吃
音
が
出
た
と
き
で

も
最
後
ま
で
話
を
聞
い
て
く
れ
る
友

達
が
ク
ラ
ス
に
で
き
ま
し
た
。「
学
校

は
楽
し
い
」
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
新
し
い
学
校

で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
野
球
で
す
。
言
葉
が
う
ま
く

出
な
い
。
返
事
が
出
来
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
下
級
生
に
笑
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
い
ろ
ん
な
不
安
を
も
っ

た
ま
ま
の
挑
戦
で
し
た
が
、
友
達
の

た
く
み
君
と
よ
し
ひ
ろ
君
が
い
つ
も

一
緒
に
い
て
く
れ
て
助
け
て
く
れ
ま

し
た
。
ぼ
く
に
で
き
た
最
初
の
仲
間

で
し
た
。
二
人
が
い
た
か
ら
学
校
も

野
球
も
楽
し
い
と
思
え
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
一
人
で
は
で
き
な
い
野

球
は
チ
ー
ム
み
ん
な
で
勝
ち
を
と
る
。

笑
う
と
き
も
怒
ら
れ
る
時
も
み
ん
な

一
緒
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
仲
間
な

の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

何
も
か
く
さ
な
い
、
自
分
の
言
葉

で
話
せ
る
ぼ
く
の
場
所
で
す
。
野
球

を
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
仲
間
の

大
切
さ
と
で
き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
勇
気
で
す
。
監
督
は
、「
練

習
す
れ
ば
絶
対
出
来
る
。
強
く
な
れ

る
」
と
、
ぼ
く
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
６
年
生
最
後
の
夏
は
ぼ

く
に
と
っ
て
次
の
挑
戦
を
決
断
さ
せ

る
夏
で
し
た
。
そ
れ
は
、
中
学
校
へ

の
進
学
で
す
。
中
学
校
で
は
、
転
校

す
る
前
の
小
学
校
の
人
達
と
同
じ

に
な
り
ま
す
。
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
も
う
一
度
一
緒
に
勉
強

し
た
い
友
達
が
い
ま
す
。
同
じ
中
学

校
に
行
か
な
け
れ
ば
、
章し

ょ
う

ち
ゃ
ん
と

は
一
緒
に
勉
強
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
ぼ
く
は
吃
音
で
か
ら
か
う
人
達

第
15
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品

か
ら
も
う
逃
げ
ま
せ
ん
。

　
「
こ
れ
が
、
ぼ
く
だ
か
ら
」
と
、
自

分
で
言
え
る
勇
気
を
持
て
た
か
ら
で

す
。
こ
の
勇
気
を
も
つ
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
野
球
チ
ー
ム

と
監
督
に
「
あ
り
が
と
う
」。

【
標
語
の
部
】

菊
池
南
中　
２
年　
宮み

や

﨑ざ
き　
快か

い

「
考
え
て 

い
じ
め
に
大
き
さ　
な
い
ん
だ
よ
」

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

隈府小1年　森
もり

 あゆな

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　午前９時～午後５時30分
休 館 日　第4火曜日（祝日の場合は翌週火曜日）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

フォト「曙」写真展
　写真愛好者による展示会。高齢者
が多いですが元気に頑張っています。
期　間　３月16日㈫～4月4日㈰

九州国首都菊池代表総選挙！
　3月7日㈰まで実施中。投票
して菊池ファンクラブの会員
になろう。入会・年会費無料。

投票お待ちしています！

問
い
合
わ
せ
先

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９
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・泗水支所  ☎（25）2001
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お
知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

　
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
利

用
で
き
る
医
療
機
関
・
薬
局
は
厚
生
労
働

省
・
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
で
す
。

※
現
在
の
保
険
証
が
使
え
な
く
な
る
わ
け

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　
ー
ド
が
な
く
て
も
従
来
通
り
保
険
証
で

　
受
診
で
き
ま
す

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

▼
窓
口
で
限
度
額
以
上
の
医
療
費
の
支
払

い
が
不
要

問
健
康
推
進
課

　
国
民
健
康
保
険
係

　
高
齢
者
医
療
・
年

　
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
が
始
ま
り
ま
す

受
付
期
間　
4
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▼
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
ま

た
は
1
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
の
子
▼

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
、
大
学
院
ま
た
は
各
種
専
修
学
校
に

在
学
し
て
い
る
人
▼
経
済
的
理
由
で
就
学

困
難
な
人
▼
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他

奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
人

受
付
時
に
提
出
す
る
書
類　
▼
奨
学
資
金

貸
付
申
請
書
▼
住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
▼
在
学
証
明
書

後
日
提
出
す
る
書
類　
世
帯
全
員
の
所
得

証
明
書
（
６
月
１
日
㈫
以
降
に
税
務
課
で

取
得
し
て
く
だ
さ
い
）

決
定
方
法　
菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考

委
員
会
（
６
月
開
催
予
定
）
で
審
議
の
上

決
定
し
ま
す
。

返
還
方
法　
卒
業
後
、
10
年
以
内
で
返
還

す
る
こ
と
（
無
利
子
）。
進
学
す
る
場
合

は
返
還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
●申
学
校
教
育
課
総
務
係

　
☎（
25
）７
２
３
０　

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

種　別 貸付額
（月額）

公立高校（高専含む）１8,000円

私立高校 30,000円
公立専門学校

（専修学校） 44,000円

私立専門学校
（専修学校） 53,000円

国公立（短期）大学 44,000円

私立（短期）大学 53,000円

▼種別貸付額

　
高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
た
め
市

外
に
転
出
す
る
と
き
、
本
市
の
国
民
健
康

保
険
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
学
生
用
の
国

民
健
康
保
険
証
（
マ
ル
学
保
険
証
）
を
交

付
で
き
ま
す
。
マ
ル
学
保
険
証
が
交
付
さ

れ
た
人
の
住
所
は
市
外
に
な
り
ま
す
が
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
転
出
前
に
所
属

し
て
い
た
世
帯
の
加
入
者
と
な
る
た
め
、

転
出
先
で
新
た
に
加
入
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
マ
ル
学
保
険
証
該
当
者
に
係
る

国
民
健
康
保
険
税
は
、
転
出
前
に
所
属
し

て
い
た
世
帯
の
世
帯
主
に
こ
れ
ま
で
ど
お

り
課
税
さ
れ
ま
す
。

交
付
手
続
き
に
必
要
な
も
の

❶
進
学
に
よ
り
転
出
す
る
と
き
▼
国
民
健

康
保
険
証
▼
在
学
証
明
書
や
学
生
証
（
写

し
で
も
可
）
な
ど
入
学
の
事
実
が
確
認
で

き
る
書
類

❷
す
で
に
進
学
の
た
め
転
出
し
て
い
る
人

が
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と

き
（
例:

菊
池
市
在
住
の
親
が
会
社
を
退

職
し
社
会
保
険
を
喪
失
し
た
の
で
、
新
た

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
）

▼
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
社
会
保
険
喪
失

の
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類
▼
在
学
証
明

書
や
学
生
証
（
写
し
で
も
可
）
な
ど
在
学

の
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類

返
還
手
続
に
必
要
な
も
の

❶
卒
業
な
ど
で
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合

▼
国
民
健
康
保
険
証
▼
卒
業
証
明
書
や
退

学
証
明
書
な
ど
学
生
で
な
く
な
っ
た
事
実

が
確
認
で
き
る
書
類

国
民
健
康
保
険
証（
マ
ル
学
保

険
証
）を
ご
存
知
で
す
か

❷
社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
▼
国
民
健
康
保
険
証
▼
社
会
保

険
証
（
共
済
組
合
員
証
な
ど
）

問
●申
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
で
2
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
ま
た

は
買
い
物
を
す
る
と
、
1
人
当
た
り
上
限

５
千
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
3
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
を
し
、
9
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
、
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
し
た
人
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
市
で
は
写
真
撮
影
か
ら
申
請
ま
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
に
か
か
る
手
続

き
を
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
手
続
き

は
10
分
程
度
で
完
了
し
、
手
数
料
は
無
料

で
す
。
申
請
す
る
本
人
が
通
知
カ
ー
ド
・

身
分
証
明
書
を
持
っ
て
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
●申
総
務
省
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

　
☎
０
１
２
０（
95
）０
１
７
８

　
※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
5
番
を
選
択

　
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
サ
イ
ト
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
た
珪け
い

藻そ
う
土ど

の
バ
ス
マ
ッ
ト
や
コ
ー
ス
タ
ー
か
ら

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
通
常
の
使
い
方
で
使
用
し
て
い
る
限

り
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
す
る
恐
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
削
っ
た
り
割
っ
た
り
す
る

と
、
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
危
険

で
す
。
ポ
リ
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
、
し
っ
か
り
と
封
を
し
て
、
製
造
メ
ー

カ
ー
、
販
売
店
の
自
主
回
収
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

対
象
製
品
を
お
持
ち
の
人
へ

　
商
品
を
購
入
し
た
店
舗
、
製
造
メ
ー
カ

ー
な
ど
で
回
収
を
し
ま
す
。
市
の
ご
み
袋

収
集
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

処
理
施
設
へ
の
直
接
持
ち
込
み
も
で
き
ま

せ
ん
。

問
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）を
含
有
す

る
珪
藻
土
製
品
に
つ
い
て

ホームページは
こちら

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
充
て
る
た

め
、
や
む
を
得
ず
農
振
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、
農

振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
し
た
い
場
合

は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
内
容
や
書
類
に
不
備
な
ど
が
あ
る
場
合

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
３
月
31
日
㈬

問
●申
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

（
除
外・編
入
）申
出
書
受
付

　
簡
易
裁
判
所
は
、
全
国
で
４
３
８
庁
設

置
さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
人
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
裁
判
所
で
す
。
少
額
で
軽
微
な

紛
争
を
簡
易
・
迅
速
に
解
決
し
た
り
、
手

続
案
内
（
法
律
相
談
を
除
く
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
民
事
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
4
つ

の
手
続
き
を
紹
介
し
ま
す
。

通
常
訴
訟
手
続

　

１
４
０
万
円
ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
、

判
決
に
よ
る
終
局
的
な
解
決
を
図
る
手
続

き
で
す
。当
事
者
の
折
り
合
い
が
つ
け
ば
、

和
解
で
解
決
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

少
額
訴
訟
手
続

　

60
万
円
ま
で
の
金
銭
の
請
求
に
限
り
、

原
則
と
し
て
１
回
の
審
理
で
終
了
す
る
訴

訟
手
続
で
す
。
分
割
払
い
や
支
払
猶
予
を

認
め
る
判
決
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

身
近
な
民
事
ト
ラ
ブ
ル
解
決
は

簡
易
裁
判
所
で

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は

せ
ん
定・伐
採
し
て
く
だ
さ
い

　
個
人
の
土
地
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
樹

木
は
、
土
地
所
有
者
や
相
続
人
の
管
理
責

任
で
せ
ん
定
・
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と
歩
行
者
や
車
の

通
行
支
障
、
事
故
の
原
因
と
な
り
、
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

せ
ん
定
や
伐
採
の
注
意　
電
線
や
電
話
線

が
あ
る
場
所
で
の
作
業
は
、
事
前
に
九
州

電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
や
車
両
、自
身
の
安
全
を
確
保
し
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

市
道
の
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
市
道
上
に
で
き
た
陥
没
や
側
溝
の
ふ
た

の
破
損
な
ど
で
、
自
動
車
な
ど
の
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
市
道
上
に
陥
没
や
危
険
箇
所

な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
通
報
さ
れ
た
陥
没
や
危
険
箇
所
な

ど
は
、
現
場
を
確
認
し
応
急
処
置
や
補
修

を
行
い
ま
す
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

市道の陥没

市道の破損

民
事
調
停
手
続

　
裁
判
官
と
一
般
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
２

人
以
上
の
民
事
調
停
委
員
が
当
事
者
双
方

の
言
い
分
を
聴
き
、
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
を
図
る
手
続
き
で
す
。
非
公
開
の
手
続

き
、
申
立
手
数
料
が
通
常
訴
訟
手
続
の
半

額
で
す
。

支
払
督
促
手
続

　
金
銭
の
支
払
い
を
求
め
る
請
求
に
つ
い

て
、
裁
判
所
へ
出
頭
す
る
こ
と
な
く
、
書

類
の
審
査
の
み
で
迅
速
に
解
決
を
図
る
手

続
き
で
す
。
証
拠
の
提
出
が
不
要
。
申
立

手
数
料
が
通
常
訴
訟
手
続
の
半
額
で
す
。

問
●申
熊
本
地
方
裁
判
所
本
庁

　
☎
０
９
６（
３
２
５
）２
１
２
１

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）
制

度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
従
業
員
の

退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国
の
退

職
金
制
度
で
す
。
従
業
員
の
退
職
金
に
国

の
制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
▼
掛
金
は
全
額
非
課
税

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
（
一
部
対
象

外
あ
り
）
▼
掛
金
は
5
千
円
か
ら
3
万
円

の
範
囲
で
16
種
類
か
ら
従
業
員
ご
と
に
選

択
で
き
る
な
ど

問
●申
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
03（
６
９
０
７
）１
２
３
４

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

ホームページは
こちら

ホームページは
こちら

ホームページは
こちら

マイナちゃん
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

募
集

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
シ
ニ

ア
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
、「
熊
本

さ
わ
や
か
大
学
校
」を
開
校
し
て
い
ま
す
。

年
間
30
講
座
、
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
多
彩
な
講
義
や
学
習
活
動
を
通
し

て
、
新
た
な
自
分
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

入
学
資
格　
県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
36
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

定　
員　
熊
本
校
60
人　
八
代
校
40
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

募
集
期
限　
4
月
16
日
㈮

受
講
期
間　
５
月
～
令
和
４
年
３
月
（
毎

週
１
講
座
×
30
回
）

費　
用　
入
学
金　
　
　
５
千
円

　
　
　
　
受
講
料　
１
万
２
千
円

　
　
　
　
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

　
建
設
業
退
職
金
共
済
（
建
退
共
）
制
度

と
は
、建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
増
進
と
、

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　
建
設
業
を
営
む
人

対
象
労
働
者　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛　
金　
日
額
３
１
０
円

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
持
っ

て
い
る
労
働
者
が
退
職
す
る
と
き
は
、
忘

れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

問（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
☎
03（
６
７
３
１
）２
８
4
９

知
っ
て
い
ま
す
か

建
設
業
退
職
金
共
済

　
近
年
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
起
こ
り
得

る
自
然
災
害
に
備
え
て
、
農
業
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
業
保
険
は
掛
け
金
の
原
則
50
㌫（「
収

入
保
険
」
の
積
み
立
て
方
式
の
積
立
金
は

農
業
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
考
え
て
い
る
人
へ 

　
高
齢
運
転
者
（
自
動
車
運
転
免
許
証
返

納
時
点
で
満
65
歳
以
上
）
で
、
自
動
車
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
市

内
共
通
商
品
券
「
め
ぐ
る
ん
券
」（
千
円

相
当
）
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）　

・
市
内
在
住
の
人

・
令
和
2
年
４
月
1
日
以
降
に
自
動
車
運

　
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人

・
自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
時
点
で
満
65

　
歳
以
上
の
人

※
自
動
車
運
転
免
許
証
の
一
部
返
納
は
対

　

�

象
外
。
交
付
は
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
病
気
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
が
、
災

害
時
や
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
と
き

に
、
周
囲
に
支
援
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

▼
電
車
や
バ
ス
の
中
で
席
を
譲
る
▼
支
援

が
必
要
な
様
子
で
あ
れ
ば
「
何
か
お
困
り

で
す
か
」
と
声
を
か
け
る
▼
災
害
時
、
安

全
に
避
難
す
る
の
を
手
助
け
す
る
な
ど

　
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
と
あ
な
た
に
で

き
る
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

ご
存
じ
で
す
か表　面

裏　面

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車
（
50
㏄
な
ど
の
バ
イ
ク
・
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
用
車
両
も
含
む
）に
、

そ
の
年
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
車
両
が
無
く
使
用
し
て
い
な

く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と

課
税
さ
れ
ま
す
。
も
し
そ
の
よ
う
な
車
両

が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
廃
車
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
変
更
登
録
の

手
続
き
を
、
自
動
車
の
所
有
者
の
名
義
が

変
わ
っ
た
場
合
は
移
転
登
録
の
手
続
き

を
、
15
日
以
内
に
す
る
よ
う
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
軽
三・四
輪
車
に
つ
い
て

　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８

問
軽
二
輪
・
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て

　
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

問�

50
～
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業
用

車
、
ミ
ニ
カ
ー
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
６

軽
自
動
車
の
廃
車・変
更・移
転

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し
て
認

定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
申
請
が
必
要

で
す
。
既
に
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
申

請
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
●申
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

75
㌫
）
を
国
が
負
担
し
ま
す
。
災
害
対
策

は
、
農
業
保
険
へ
の
加
入
が
基
本
で
す
。

特
別
な
対
策
は
、
過
去
に
例
の
な
い
よ
う

な
甚
大
な
気
象
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

限
ら
れ
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済　
▼
自
然
災
害
や
火
災
な

ど
で
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
附
帯
施
設
が
損
壊

し
た
場
合
に
補
償
▼
農
業
用
ハ
ウ
ス
を
所

有
ま
た
は
管
理
す
る
農
業
者
が
対
象

収
入
保
険　
▼
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な

ど
で
農
産
物
の
販
売
収
入
が
減
少
し
た
場

合
に
補
償
▼
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業

者
が
対
象

　
園
芸
施
設
共
済
と
収
入
保
険
は
セ
ッ
ト

で
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
●申
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
熊
本
本
所
収
入
保
険
課

　
☎
０
９
６
４（
25
）３
２
０
２

枚
限
り

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
ま
た
は
運
転

　
経
歴
証
明
書
（
写
し
可
）

問
●申
防
災
交
通
課　
☎（
25
）7
２
０
３

　
が
け
崩
れ
が
ど
こ
で
発
生
す
る
か
を
確

実
に
予
測
す
る
の
は
困
難
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
崩
れ
た
こ
と
が
な
い
箇
所
で
あ
っ
て

も
、
斜
面
の
風
化
や
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
豪
雨
な
ど
に
よ
り
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
市
の
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
土
地
の
形
状
や
利

用
状
況
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
た
め
個
人
の
所
有
地
へ
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
県
北
広
域
本
部
土
木
部
工
務
課

　
☎（
25
）４
２
２
９

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
市
役
所
本

庁
舎
で
手
続
き
を
行
う
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
の
た
め
に
、
手
話
通
訳
者

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　
き　
毎
月
第
2
・
4
㈭

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

そ
の
他　
手
話
通
訳
者
は
本
庁
舎
ロ
ビ
ー

で
待
機
し
て
い
ま
す
。
手
話
を
楽
し
み 

た
い
人
、
手
話
を
学
び
た
い
人
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

問
福
祉
課

　
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

市
役
所
本
庁
舎
窓
口
に
手
話
通

訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す

菊
池
市
菊
ま
つ
り
推
進
委
員
会

会
員
募
集
中
！

　
「
菊
人
形・
菊
ま
つ
り
」
は
平
成

２
年
か
ら
始
ま
り
、菊
池
の
秋
の
風

物
詩
と
し
て
毎
回
約
３
万
人
の
人

出
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
運
営
を
担
う「
菊
池
市

菊
ま
つ
り
推
進
委
員
会
」の
皆
さ
ん

は
市
花
の「
菊
」
を
通
じ
て
地
域
を

盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め

て
、色
と
り
ど
り
の
大
菊
や
小
菊
、

勇
壮
な
菊
人
形
な
ど
素
晴
ら
し
い

作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
を

笑
顔
で
お
迎
え
で
き
る
よ
う
に
、一

緒
に
菊
づ
く
り
に
取
り
組
み
、ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、月
に
一
度
開
催
し
て
い

る「
菊
づ
く
り
講
習
会
」に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
い
活
動
内
容

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か

手話で「お待ちしてます」
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

講
演
・
講
習

イ
ベ
ン
ト

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

定
期
救
命
講
習（
普
通・上
級
）

　
突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
応
急

手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
普
通
救
命
講
習

▼
講
習
日
・
場
所

・
4
月
21
日
㈬　
北
消
防
署  

・
5
月
20
日
㈭　
北
消
防
署  

・
6
月
16
日
㈬　
北
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

定
期
上
級
救
命
講
習

▼
講
習
日
・
場
所

・
６
月
９
日
㈬　
北
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
い
ず
れ
も
定
員
は
15
人

�

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部 

警
防
課

救
急
係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

３
月
の
内
容

・
４
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
11
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

・
18
日
㈭　
お
別
れ
会

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

林は
や
し

家や

た
い
平へ

い

独
演
会

と　
き　
５
月
23
日
㈰

　
午
後
１
時
開
場　
２
時
開
演

と
こ
ろ　
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

販
売
開
始
日　
３
月
20
日
㈯
㈷

入
場
料　
2
千
円（
全
席
指
定
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増　

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
菊
池
市
文
化
会
館
、

市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

問
●申
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
生
活
に
困
っ
て

い
る
、
家
賃
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
な

ど
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
窓
口
で
は
一
人
一
人
の
状
況
に
合

わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
専
門
の

支
援
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

専
門
機
関
と
連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

問
●申
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）１
４
１
１

生
活
保
護
制
度

　
資
産
や
能
力
な
ど
す
べ
て
を
活
用
し

て
も
な
お
、
生
活
に
困
窮
す
る
人
に
対
し
、

必
要
な
保
護
を
行
い
そ
の
自
立
を
助
長
す

る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
●申
生
活
支
援
課
保
護
係

　
☎（
25
）１
１
３
９

生
活
の
た
め
の
お
金
や
住
ま
い

な
ど
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
3
月
は
例
年
自
殺
者
が
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
3
～
4
月

は
仕
事
の
関
係
（
異
動
や
転
勤
な
ど
）
や

就
職
、
進
学
な
ど
生
活
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い

時
期
に
な
る
こ
と
も
要
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
、
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
心
の
不
調（
理
由
も
な
く
悲
し
く
な
る・

考
え
が
ま
と
ま
ら
な
く
な
る
な
ど
）
や
体

の
不
調
（
眠
れ
な
い・疲
れ
や
す
い
な
ど
）

が
続
く
場
合
は
、
早
め
に
専
門
機
関
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
が
無
料

で
相
談
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
の
仕
事
巡
回
相
談
窓
口

　
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就
業
を
希
望
す

る
求
職
者
の
相
談
を
受
け
付
け
、
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
３
月
10
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

相
談
内
容
の
例　
▼
福
祉
の
仕
事
の
内
容

を
知
り
た
い
▼
福
祉
の
仕
事
に
転
職
を
考

え
て
い
る
▼
専
門
資
格
の
取
得
方
法
を
知

り
た
い
▼
福
祉
・
介
護
職
と
し
て
働
き
た

い
▼
働
き
や
す
い
職
場
に
勤
め
た
い
な
ど

問
●申
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
働
き
方
に
関
す
る
こ
と
、
働
き
方

改
革
な
ど
の
悩
み
に
対
し
て
社
会
保
険
労

務
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
3
月
17
日
㈬

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
舎

問
●申
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
に
よ
り
自
殺

を
は
じ
め
と
す
る
精
神
的
危
機
に
直
面
し

て
い
る
人
を
支
援
し
ま
す
。

電
話
相
談
（
24
時
間
受
付
）　

い
の
ち
の
電
話
相
談

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
３
月
23
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
３
月
25
日
㈭
～
31
日
㈬

　
　
　
　
～
午
後
８
時
（
㈯
㈰
を
除
く
）

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
３
月
24
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
鞠
智
城
に
つ
い
て
「
地
域
社
会
と
古
代

山
城
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
最
後
の
講
座
は
「
文
献
史
料

か
ら
み
た
鞠
智
城
と
古
代
肥
後
国
」
で
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
3
月
21
日
㈰　

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
20
分

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

と
こ
ろ　
鞠
智
城
研
修
施
設
（
山
鹿
市
菊

鹿
町
米
原
4
4
3
‐
1
）

問
●申
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

　
☎
0
9
6
8（
48
）３
１
７
８

第
６
回
鞠
智
城
講
座

対　
象　
市
内
在
住
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７ 

　
☎
０
９
６（
３
５
３
）４
３
４
３

※
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す

電
話
相
談
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
0
１
２
０（
７
８
３
）５
５
６

※
毎
月
10
日
午
前
8
時
～
翌
日
午
前
8
時

　
受
付
。
無
料

電
話
相
談
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
７
０（
７
８
３
）５
５
６

※
24
時
間
受
付
。
午
後
10
時
か
ら
翌
日
午

　

�

前
10
時
ま
で
は
熊
本
県
内
か
ら
の
発
信

の
み
受
付

問
社
会
福
祉
法
人
熊
本
い
の
ち
の
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
５
4
）４
３
４
３

第
33
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ

ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

と　
き　
５
月
7
日
㈮
～
30
日
㈰

と
こ
ろ　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
ほ
か

競
技
種
目　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ

ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
吹
矢

参
加
資
格　
県
内
在
住
で
昭
和
37
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代
の
人
も

　
参
加
可

参
加
費　
個
人
競
技　
千
円
／
人　

※
団
体
競
技
は
種
目
で
異
な
り
ま
す

募
集
期
限　
3
月
31
日
㈬

申
込
方
法　
高
齢
支
援
課
に
設
置
し
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
●申（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

　
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
認
知
症
予
防
に
効

果
が
あ
る
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
中
心

に
行
い
ま
す
。
そ
の
他
野
外
活
動
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
講
師
は
公
的
資
格
を
持
つ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

と　
き　
４
月
20
日
～
令
和
4
年
３
月
15

日
の
毎
週
㈫　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

高
齢
者
健
康
教
室

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
。
無
料
で

受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己
負
担
）。

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

科　
目　
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
、
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科　

募
集
期
限　
3
月
25
日
㈭

訓
練
期
間　
5
月
11
日
㈫
～
10
月
28
日
㈭

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

相
談

　
夫
や
妻
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、

そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が

ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月

は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）を
受
け
ま
す
。要
予
約
。

と　
き　
3
月
17
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
相
談
室
15

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

と
こ
ろ　
市
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

内　
容　
ラ
ジ
オ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費　
６
千
円
／
年
（
保
険
料
込
み
）

申
込
方
法　
社
会
体
育
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

問
●申
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
25
）７
２
１
３

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

　
※
午
前
9
時
～
午
後
4
時
受
付
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フェイスブックでも活動報告しています！
←フェイスブック 二次元コード

菊池市  協力隊

vol.46

３月末で４人の隊員が３年間の任期を終え卒業します。３年間

の思い出やこれからの活動についてお伝えします。

【問い合わせ先】 企画振興課 ☎０９６８（25）７２５０

アートクリエーター ローイングディレクター

移住・定住コンシェルジュ 移住・定住コンシェルジュ

東
ひがし

　耕
こう

平
へい

さん 香
か

月
つき

俊
とし

彦
ひこ

さん

草
くさ

野
の

優
ゆう

二
じ

さん 松
まつ

尾
お

　愛
あい

さん

３年間の活動内容
ものづくりワークショップの開催、
白龍モニュメント制作など

３年間の活動内容
竜門ダムの活性化、ボート競技
の普及・強化など

３年間の活動内容
移住に関する問い合わせ、移住
者交流会の開催など

３年間の活動内容
移住に関する問い合わせ、子ど
も向け学習支援塾の開催など

―３年間で一番の思い出や印象に残っていることは？
菊池市のいろんな所でワークショップをしたことです。
子どもたちを中心に、たくさんの市民の皆さんと一
緒にものづくりができて楽しかったです。
―卒業後の活動は？
主に子どもを対象にしたものづくりの場作りやワー
クショップを行っていきます。
―市民にひとこと
3年間お世話になりました。世の中が落ち着いたら、
またワークショップを再開します。

―３年間で一番の思い出や印象に残っていることは？
地元開催の全国高校総体に自分の指導する菊池高
校ボート部が出場できたこと。また、念願の菊池ロー
イングクラブの設立も思い出の一つです。
―卒業後の活動は？
菊池ローイングクラブで「ボートのまち菊池」として
世界に羽ばたく選手を育てます。
―市民にひとこと
これからもボートを通して菊池の魅力を発信します。
今後も応援よろしくお願いします!

―３年間で一番の思い出や印象に残っていることは？
自分の居住区に伝わる25年に一度の「赤星遷宮祭」
に参加できたこと。普段からご近所さんに良くして
もらい、充実した3年間を送れました。
―卒業後の活動は？
市内で喫茶・コーヒー店を開業予定です。生涯の生
業にしていきます。
―市民にひとこと
菊池に移住してきて良かったと心から思います。こ
れからもよろしくお願いします。

　卒業生４人と２年目の森
もり

田
た

雅
まさ

史
ふみ

さん、木
き

内
うち

香
か

織
おり

さん、江
え

上
がみ

法
のり

人
と

さん、１年目の古
こ

閑
が

恵
けい

子
こ

さん、合計８人の隊員が
今年度の活動報告をします。各隊員がどのような仕事を
しているかを知る良い機会ですので、ぜひご参加ください。

地域おこし協力隊の活動報告会を開催します！

―３年間で一番の思い出や印象に残っていることは？
ふるさとワーキングホリデーで菊池に来た大学生が
卒業後の移住を決断したこと。菊池の人、環境には
人を動かす力があるのだと驚きました。
―卒業後の活動は？
教育関連やガラス工芸の仕事をします。時期を見て
農業体験ツアーも再開したいですね。
―市民にひとこと
菊池に来て3年間、たくさんのことを学びました。本
当にありがとうございました。

３月24日㈬ 午後６時～８時30分
中央公民館大研修室および視聴覚室

【申し込み先】 企画振興課
☎０９６８（25）７２５０　メール：kikaku@city.kikuchi.lg.jp 

と　き
ところ

オンラインでも参加可能

　楽しいイベントや教室のお知らせなど皆さんが知らせ
たいと思う情報を投稿してください。編集の都合上、掲
載できない場合もありますのでご了承ください。
申込期限　掲載希望月の前月の1日～10日
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　約25文字×10行（タイトル除く）
申込方法　市ホームページの申込フォームから申し込み、
または申込書を直接提出してください。
問●申市長公室広報交流係
☎0968（25）7252　Ⓕ0968（25）2322

市民の広場への投稿を募集しています

菊
池
の
情
報
発
信

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「@kikuchicity」

祭りやイベント、旬な情報など、タイム
リーなニュースを紹介しています。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に
確認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見ど
ころなど、写真で伝えたい菊池の魅力を
紹介しています。

防災無線や個別受信機からの情報を確
認できます。火災情報や学校からのお
知らせも配信している無料アプリです。

　空き家の管理、処分、相続、遺言など、不動産のことで
気になることやお悩みはありませんか。
　どんなことでもお気軽にご相談ください。不動産解決
のプロが対応します。
と　き　3月21日㈰　午前10時～午後4時
　　　　（1組1時間で限定4組・先着順）
ところ　コーエイ不動産（野間口338ｰ1）
参加費　無料
問●申コーエイ不動産　平

ひら

川
かわ

　☎0９６８（23）７１00

不動産なんでも相談会を開催します

　美しい文字に憧れませんか。初心者から経験者まで入
会大歓迎です。基本から作品づくりまで一緒に楽しく学
びましょう。ぜひ一度見学にお越しください。

と　き　毎月第2・4㈫　午後7時30分～9時30分
ところ　菊池市生涯学習センター「KiCROSS」2階
参加費　2,000円（教材費別）

問●申小
お

川
がわ

　☎0９0（５４７０）２７５０

書道講座「彩
さい

友
ゆう

会
かい

」

　初心者・経験者問わず、その人に合ったレベルで似顔
絵が学べます。趣味にしたい人、本気で似顔絵を勉強し
たい人など、現在もいろんな人が通っています。一緒に
楽しく似顔絵を描きませんか。
と　き　毎月第2・4㈭　午後1時～3時or午後7時～9時
ところ　菊池市生涯学習センター「KiCROSS」2階
参加費　1,500円／月
持参品　鉛筆、水彩筆、消しゴム、パレット、マジック、水入
れ、スケッチブック、絵の具（12色）ほか
問●申 JERO　☎0９0（２０８７）９９７１

きくち似顔絵教室

　スクエア・ステップ運動と正しい姿勢・歩行運動で若返
り、健康になりませんか、熊日生涯学習プラザの指導員
が正しい姿勢、ウオーキング、エクササイズを教えます。
認知症を避けて、一緒に楽しく元気になりましょう！
と　き　第1・3㈬（月2回）　正午～午後2時
ところ　七城公民館和室
参加費　1回1,000円／人（空調費別）
持参品　運動しやすい服装、マスク、タオル、飲料水
問●申山

やま

田
だ

　☎0９0（１５１５）８０３５
Ⓗhttps://yamada-balamce.amebaownd.com/

認知症予防に
スクエア・ステップ健康倶楽部

　子どもたちの健やかな成長を願い、毎年、こどもの日
前後に迫間めがね橋下流で鯉のぼりを泳がせて9年目。
今年も鯉のぼりを泳がせます。ぜひご覧ください。
と　き　4月中旬～5月中旬
ところ　迫間めがね橋下流
※�近年、鯉のぼりが傷んできて数が不足しています。ご

家庭で不要になった鯉のぼりがありましたら提供をお
願いします

問 (一社）菊池教育会　坂
さか

本
もと

☎0９６８（25）２３１６  ☎090(4716)８９４５

鯉のぼりが迫間めがね橋を泳ぎます

市民の広場 ※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。
行政情報ではありません。不明な点は各問い
合わせ先へご連絡ください。

掲載申込フォーム
 

⇒
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市内３高校の魅力を伝えます！

海 上自衛
隊に入

隊して、いろ
いろ大変なこ
とも多く艦艇

勤務は辛いかもしれませ
んが、高校生活での経験
を生かして精一杯頑張っ
て日本を守ります。

多く の ボ
ランティ

アに参加した
ことで自信が
つき、積極的

に人と関われるようになり
ました。高校での学びを
生かし精神保健福祉士を
目指し、学業に励みます。

毎 日、 計
画的に

学習を進める
ことができま
した。これか

らも、高校生活で身につ
けた学習習慣を生かして、
立派な精神保健福祉士に
なれるよう頑張ります。

仲 間や先
生、地

域の皆さんに
支えられ、生
徒会活動や剣

道、各種検定取得に取り
組むことができました。教
師になる夢に向かってこれ
からも精進します。

きくち 女
子舞披

露を始め、さ
まざまなボラ
ンティア活動

に参加し、仲間と協力する
ことの大切さを学びました。
この経験を生かし立派な
社会人になりたいです。

2 つ の 部
活を通し

て、責任感の
重さやコミュ
ニケーション

能力の大事さを学びました。
これを生かし、多くの皆さ
んの支えになるような行
員を目指します。

仲 間と先
生に支

えられ、介護
福 祉 士 国 家
試験に取り組

むことができました。将来
は感謝の心と患者さんに
寄り添う気持ちを大切に
する看護師になりたいです。

3 年間、仲
間 と 助

け合いながら、
多くのことを
経験し、成長

することができました。人
との繋がりを大事にして、
夢に向かってどんなことに
も頑張って取り組みます。

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

菊池南中学校

泗水中学校

齢者の皆さんをお手伝い高 11月19日

活動を終え、生徒たちは「『あり
がとう』の言葉でやる気が出た」

「やりがいを感じた」と達成感
を感じたようでした

　3年生の総合的な学習の時間に地域の高齢者の
お宅を訪問し、草取りや窓拭きなどの清掃活動を行
いました。高齢者の皆さんも喜ばれ、生徒も思い出
深い交流ができました。活動を通して生徒たちが地
域に誇りを持ち、積極的に未来の社会づくりやまち
づくりに貢献する意識が育つことを期待しています。

生徒会役員、始動新 2月1日

役員たちは泗水小学校児童会と一緒にあいさつ運動を実施。
Web開催の新入生学校説明会では工夫を凝らし行っていました

　11月の生徒会役員改選で新たな三役が、そして
1月には常任委員会新委員長が任命され、令和3年
度生徒会の役員体制が決定しました。新生徒会長
は任命式時に「先輩たちの意思を受け継ぎながら
新しいことに挑戦し、自分たちで学校をつくり上げ
ていく」と決意を述べました。

　本校では5年生が赤米を育て収穫する学習をし
ています。福岡県大刀洗町立菊池小学校との交流
を通じて始まった赤米栽培で10年以上続いていま
す。今年も地域や PTA の皆さんの協力により、無
事に赤米を収穫することができました。収穫した赤
米は給食で振る舞われ、全校生徒が味わいました。

１月20日
米が給食に登場赤

菊池北小学校

　隈府小学校のスクールサポートスタッフの林
はやし

正
まさし

先生（片角）は国体出場を目指すボッチャ（パラリン
ピック正式種目）の選手です。今回、2年生が林先
生に教えてもらいながらボッチャを体験。初挑戦の
スポーツでしたが、児童は「やるうちに楽しくなった。
また挑戦したい」と話し、楽しく活動できました。

1月19日・26日・28日
ッチャに初挑戦ボ

隈府小学校

　1～3年生とわくわく学級の児童が焼き芋づくり
を通じて交流しました。長く使えずに荒れていた学
校の畑を地域の人の協力の下、春に耕してもらい、
サツマイモを育て収穫しました。運動場の隅に造っ
た特製の焼窯でサツマイモを焼き、ホカホカの焼き
芋ができあがりました。

12月3日
カホカの焼き芋交流会ホ

旭志小学校

vol.79

赤米は共同調理場の皆さんに調理してもらい、お腹いっぱいおい
しく食べることができました

ボッチャは白色の目標球に赤・青のボールを投げたり転がしたり他
のボールに当てたりして、いかに近づけるかを競う競技です

焼き芋の甘い香りが漂い、児童たちの笑顔が溢れる元気いっぱい
の交流会になりました

今月は３校の卒業生の声を
お伝えします

菊池農業高校
☎0968（38）2621

菊池高校
☎0968（25）3175

菊池女子高校
☎0968（25）3032問い合わせ先

菊農には夢やトキメキが隠されている！ ～君の夢を実現しよう！～

努力の汗を流し、夢を実現する菊池高校

We can make our own future ー未来は自分でつくるー

▶進路先
熊本県農業共済組合

▶進路先　熊本総合医療
リハビリテーション学院

▶進路先
熊本県立大学

実 習で農
業の面

白さを知りま
した。病害虫
や災害による

被害の怖さを実感し、農
家の人を支える仕事がし
たいと思いました。社会に
貢献できるよう頑張ります。

生 徒会や
ボラン

ティア活動を
通して多くの
出会いがあり、

自分の世界を広げること
ができた３年間でした。理
学療法士の夢に向けて自
分を磨いていきます。

先 生に面
接や総

合問題の指導
をしていただ
き、落ち着い

て受験する事ができました。
お世話になった皆さんへ
の感謝の気持ちを忘れず
に大学でも頑張ります。

農業科３年

普通科３年

普通科３年

山
やま

下
した

駿
しゅん

吏
り

さん

小
お

畑
ばた

メイカさん

東
ひがし

　優
ゆう

果
か

さん

▶進路先　東海大学農
学部応用植物科学科

▶進路先　熊本学園大
学社会福祉学部

▶進路先
九州看護福祉大学

農 業鑑定
競技の

県 大 会 最 優
秀賞を受賞し、
より農学に興

味を持ちました。農業高
校の先生になりたいとい
う夢の実現に向けて学生
生活を充実させたいです。

園芸科３年

普通科３年

普通科３年

堀
ほり

　彩
あや

葉
は

さん

津
つ

山
やま

実
み

史
ふみ

さん

横
よこ

手
て

流
る

水
み

音
ね

さん

▶進路先
株式会社クラウン

▶進路先
国際武道大学武道学部

▶進路先　海上自衛隊
（自衛隊一般曹候補生）

自 分たち
で育て

たニワトリの
と 殺 と 解体
実習を通して、

「命の重み」や「命をいた
だく」ということを学ぶこと
ができました。卒業後はウ
マの管理の仕事に就きます。

畜産科学科３年

普通科３年

普通科３年

久
ひさ

野
の

　栞
しおり

さん

末
すえ

廣
ひろ

琴
こと

子
ね

さん

上
うえ

野
の

賢
けん

人
と

さん

▶進路先　中村調理製
菓専門学校製パン学科

▶進路先　
株式会社ニシムタ

▶進路先　
株式会社 肥後銀行

食 品製造
の楽し

さや衛生管理
の大切さを学
びました。パ

ンについて深く学んで、将
来は自分の店を持ち、食べ
た人から笑顔がこぼれる
ようなパンを作りたいです。

食品化学科３年

家庭科３年

商業科３年

齊
さい

藤
とう

悠
ゆう

弥
や

さん

三
み

浦
うら

千
ち

聖
さと

さん

芦
あし

田
だ

祐
ゆう

華
か

さん

▶進路先　尚絅大学短
期大学部食物栄養学科

▶進路先　熊本駅前看護
リハビリテーション学院

▶進路先
久留米大学

食 事や栄
養のバ

ランスの大切
さを学び、栄
養士になりた

いと思うようになりました。
一人一人にの体調に応じ
て健康的な食事を提供で
きる栄養士になりたいです。

生活文化科３年

社会福祉科３年

商業科３年

芹
せり

川
かわ

綾
あや

菜
な

さん

園
その

田
だ

雪
ゆき

菜
な

さん

山
やま

田
だ

惇
じゅん

平
ぺい

さん
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市の PR のために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

タオルハンカチは市内の各保育園・保育所に配布し、不織布マスクは
感染症拡大防止に尽力する従事者のために有効活用します

　倉敷紡績株式会社熊本事業所（森北）が同社のグループ
企業製造の抗ウイルス加工のタオルハンカチと不織布マス
クを市に寄贈。社会貢献活動の一環として「コロナ禍を乗り
越えてほしい」との思いから行われました。

抗ウイルス加工の自社製品を寄贈
12月16日　倉敷紡績株式会社熊本事業所

古市さん（中央）は「大変名誉な章をいただきありがとうございました」
と話し、受賞を喜んでいました

　古市利幸さん（田島一）が瑞宝双光章受章のため市役所
を訪問。古市さんは35年間の教職の後、退職後は泗水町教
育委員、菊池市教育委員会社会教育課人権教育指導員を務
め、地域教育の発展に多大な功績を残しています。

古
ふる

市
いち

利
とし

幸
ゆき

さんが受章
12月17日　瑞宝双光章

神楽の最後「鬼
き

神
じん

の舞」では、鬼神の持つ竹の先の御
み て

幣
ぐ ら

を無病息災
のお守りにしようと観客が奪い合っていました

　穴川菅原神社で300年以上前から続く穴川夜神楽（市指
定無形民俗文化財）が奉納されました。今年は新型コロナウ
イルスの影響で練習時間が少ない中、狩

かり

衣
ぎぬ

装束の神楽の他、
全10座の神楽が無事奉納されました。

伝統の穴川夜神楽を奉納
1月5日　穴川菅原神社

各保育園の園児は大喜び。青年団旭志支部の下
しも

川
かわ

幹
かん

太
た

さん（高柳）は、
「子どもたちの笑顔を見ることができて良かった」と話しました

　市青年団旭志支部から旭志の保育園（北合志保育園・川
辺保育園・新明保育園）にプレゼントが贈られました。毎年ク
リスマスの時期に行い、コロナ感染予防対策をした上で「今
だからできることを」と実施されました。

サンタから園児にクリスマスプレゼント
12月23日　菊池市青年団旭志支部

「九州大会も優勝を目指します」と話すソフトボール部キャプテンの
上
う え

村
む ら

七
な な

星
せ

さん（後列左）と「プレッシャーもありましたが優勝できてう
れしかった」と話す剣道部キャプテンの荒

あ ら

木
き

真
ま

歩
ほ

さん（後列右）

　菊池南中学校の生徒が大会結果の報告のため市役所を
表敬訪問しました。女子剣道部は第58回県下中学校剣道大
会を3連覇、女子ソフトボール部は第31回全九州中学生選
抜大会県予選で優勝し九州大会への出場を決めています。

大会優勝の喜びを報告
１月13日　菊池南中学校 剣道部・ソフトボール部

倉原さんは「今後は大学へ進学し、さらに努力してプロサッカー選手
を目指して頑張ります」と抱負を述べました

　倉原將さん（下赤星出身）が第44回日本クラブユースサッ
カー選手権大会で優勝を果たし、市役所を訪問しました。倉
原さんはサガン鳥栖 U-18に所属しゴールキーパーとして
活躍。本大会では勝利に貢献し見事日本一に輝きました。

倉
くら

原
はら

將
しょう

さんが優勝を報告
1月5日　日本クラブユースサッカー選手権（U-18）大会

白龍會の林
はやし

田
だ

友
とも

和
かず

総代（富の原一）は「新型コロナが収束し、次回は
皆さんに白龍の姿を見せることができれば」と話しました 

　菊池白龍會の25人が隈府商店街の清掃活動を行いまし
た。例年8月に行われていた「きくち夏まつり」がコロナ禍
で昨年は中止に。「今後も白龍を通して地域を盛り上げたい」
という思いから、ごみ拾いをしました。

きくち夏まつりへ向け清掃を実施
12月20日　菊池白龍會

水上さんは過去に産業振興功労表彰や全国林業グループコンクー
ル林野庁長官賞などの数々の賞を受賞しています

　全国林業経営推奨行事における林野庁長官賞を水上博
司さん（小川）が受賞。水上さんは市有林の維持管理やシイ
タケ栽培などの山林に幅広く携わり、有限会社化を図って
従業員が安心して働ける環境を整備してきました。

菊池管内で18年ぶりに水
みず

上
かみ

博
ひろ

司
じ

さんが受賞
12月23日　林野庁長官賞

本大会では準決勝で桃
もも

田
た

健
けん

斗
と

さん（NTT東日本所属）に惜しくも敗
れましたが、見事3位入賞という輝かしい成績を収めました

　全日本総合バドミントン選手権大会の男子シングルスで
田中湧士さん（北原出身）が3位に入賞し、市役所を訪問しま
した。田中さんは隈府小3年時からバドミントンを始め、現
在は日本大学（3年生）で活躍しています。

田
た

中
なか

湧
ゆう

士
し

さんが男子シングルスで3位
1月13日　第74回全日本総合バドミントン選手権大会

相互の連携の下、協働活動を推進し地域の課題に対応し市民サービ
スの向上や地域活性化に向けた取り組みを行っていきます

　市と日本郵便㈱は包括的連携協定および災害発生時にお
ける協力に関する協定の締結を実施。それぞれの人的・物
的資源を有効活用し、地域福祉の向上および災害発生時の
相互協力を図ることを目的に締結しました。

市と日本郵便㈱が協定を締結
12月16日　連携協力への取り組みを推進

富出分の稲
いな

田
だ

壽
とし

昭
あき

さんは「古く
から続く伝統行事をこれからも
継続していきたいですね」と話
しました

　富出分で子どもたちが家を回り、掛け声とともに力強く地
面をたたき、もぐら打ちをしました。また、同日に「どんどや」
も実施。「パン!」と竹の割れる大きな音とともにどんどやの
火が勢い良く燃え上がりました。

五穀豊
ほう

穣
じょう

・家内安全を願って
1月10日　新春富出分区「もぐら打ち」「どんどや」

お菓子は菊池市菓子工業組合が提供。「菊池のお菓子をぜひ楽しん
でほしい」と笑顔を見せる竹

た け

森
も り

啓
ひ ろ

充
み つ

菊池観光協会事務局長（遊蛇口）

　菊池観光協会が、隈府近隣地区の学童保育の子どもたち
約250人にお菓子を配布しました。子どもたちは突然現れ
たサンタに驚きながらも「メリークリスマス!」と話しながら
笑顔でお菓子を受け取っていました。

子どもたちにクリスマスプレゼント
12月24日　菊池観光協会
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.83

◆
先
月
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
２
月
か
ら
「
菊

池
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
本
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
で
、
観
光
や

ふ
る
さ
と
納
税
・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
の
「
固

定
客
」
に
つ
な
げ
て
本
市
の
経
済
活
性
化
の
一
助

と
す
る
狙
い
で
す
。
◆
固
定
客
と
は
、
頻
繁
に
買

い
物
を
し
て
い
た
だ
け
る
リ
ピ
ー
タ
ー
・
お
得
意
様

を
指
し
ま
す
。
市
全
体
の
収
入
を
上
げ
る
と
い
う

観
点
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
同
じ
で
す
。
菊
池
渓
谷

だ
け
で
な
く
本
市
の
温
泉
・
グ
ル
メ
・
歴
史
な
ど

の「
商
品
」を
気
に
入
っ
て
も
ら
え
ば
、リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
り
滞
在
時
間
が
格
段
に
増
え
て
、
消
費
金
額

も
増
え
て
い
く
は
ず
で
す
。
菊
池
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

で
は
、
本
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
を

提
供
し
、
か
つ
消
費
額
に
応
じ
た
お
得
な
ポ
イ
ン

ト
制
度
も
導
入
し
ま
す
。
◆
こ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

は
、
一
つ
は
全
国
に
34
万
人
以
上
い
る
と
い
わ
れ

る「
菊
池（
菊
地
）さ
ん
」。
も
う
一
つ
は
、「
南
北
朝・

菊
池
一
族
歴
史
街
道
」
ゆ
か
り
の
自
治
体
の
住
民

（
人
口
約
７
０
０
万
人
）。
こ
れ
ら
の
数
％
の
人
々

が
菊
池
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
観
光

や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
毎
年
数
億
円
～
数
十
億

円
の
売
り
上
げ
が
期
待
で
き
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

◆
こ
う
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
の
重
要
性
は
ビ
ジ
ネ
ス

の
世
界
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
自
治
体

に
と
っ
て
は
収
入
増
に
加
え
て
さ
ら
に
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
人
の
結
び
つ
き
」
で
す
。

特
に
、
大
き
な
自
然
災
害
の
よ
う
に
、
突
然
襲
っ

て
く
る
苦
境
や
困
難
を
乗
り
越
え
る
上
で
、「
友
人

（
フ
ァ
ン
）」
の
存
在
は
非
常
に
重
要
な
財
産
と
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
人
が
相
手
の
人
間
性

に
惹
か
れ
る
よ
う
に
、
市
も
魅
力
や
品
性
を
磨
き

上
げ
て
い
く
努
力
が
不
可
欠
で
す
。

菊池ファンクラブが目指すもの

3月21日
㈰

きくち宮本泌尿器科(泌) 菊池市 0968(24)8101

栄町薬局 菊池市 0968(23)0086

菊陽うえき歯科クリニック 菊陽町 096（28５）８４７６

3月28日
㈰

西山医院(内・循・小) 菊池市 0968(25)2561

入佐内科医院(内) 菊池市 0968(38)3824

樽美外科整形外科医院(整・リハ・外) 大津町 096(293)2100

木庭耳鼻咽喉科医院(耳・ア) 菊池市 0968(24)2551

愛薬局 菊池市 0968(24)2619

長野歯科医院 合志市 096（2４2）１８９１

4月4日
㈰

よしもと小児科(小・ア) 菊陽町 096(233)2520

ナカシマセブンクリニック(内) 合志市 096(288)0777

菊池中央病院(外) 菊池市 0968(25)3141

米田産婦人科医院(産婦・麻) 菊池市 0968(25)2589

緒方歯科医院 菊陽町 096（23２）４３１５

4月11日
㈰

まつもとこどもクリニック(小・ア) 合志市 096(338)8960

郷胃腸科内科クリニック(胃・内・消・放) 菊池市 0968(38)2121

城間クリニック(整) 菊池市 0968(25)2506

菊池眼科(眼) 菊池市 0968(25)5678

荒木歯科医院 菊池市 0968（２５）１４７８

3月７日
㈰

古賀医院(内・循・小) 菊池市 0968(38)2222

ふくだ医院(内・耳・ア・泌) 大津町 096(293)2771

たがみクリニック(胃・外) 菊池市 0968(24)5353

岩上眼科(眼) 大津町 096(293)2053

きくちドライブスルー薬局 菊池市 0968(25)2223

たなか歯科医院 合志市 096（2４８）３６２０

3月14日
㈰

Ｌｅｅこどもクリニック(小・小外) 合志市 096(215)5980

菊池郡市医師会立病院(内) 菊池市 0968(25)2191

のざわ医院(内・胃・外) 大津町 096(293)8000

いけだ泌尿器科・内科(泌・内) 菊陽町 096(233)1000

きくち薬局 菊池市 0968(23)6350

熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968(41)5167

みさきの歯科医院 大津町 096（２８５）４１８２

3月20日
㈷㈯

宮本内科クリニック(内・小・循) 菊池市 0968(25)2047

仁誠会クリニック光の森(腎内) 菊陽町 096(285)3466

熊本セントラル病院(整) 菊陽町 096(340)5001

かつき皮膚科医院(皮) 菊池市 0968(24)5500

栄町薬局 菊池市 0968(23)0086

3月21日
㈰

みやの小児科(小) 合志市 096(248)5800

たぶち内科循環器科(内・循) 菊陽町 096(233)3588

阿梨花病院大津（旧勝久病院）(内・整) 大津町 096(293)5000

休日在宅当番医
※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡

市医師会ホームページや菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください。

菊池郡市医師会ホームページ　→

梶
かじ

原
わら

颯
はや

斗
と

ちゃん（大琳寺） 冨
とみ

田
た

莉
り

瑚
こ

ちゃん（富の原中央）

1歳 R2年3月6日生まれ 3歳 H30年3月13日生まれ
清
し

水
みず

漢
かん

大
た

ちゃん（川上） 上
うえ

原
はら

百
もも

華
か

ちゃん（富の原一）
1歳 R2年3月16日生まれ 1歳 R2年3月21日生まれ

楳
うめ

田
だ

悠
ゆう

葵
き

ちゃん（薬師）
2歳 H31年3月29日生まれ

坂
さか

本
もと

瑛
えい

斗
と

ちゃん（田島団地）

3歳 H30年3月13日生まれ
宮
みや

本
もと

瑞
みず

希
き

ちゃん（梶迫）
2歳 H31年3月1日生まれ

合
こう

志
し

侑
ゆ

來
ら

ちゃん（東原）

3歳 H30年3月13日生まれ
中
なか

山
やま

來
らい

裟
さ

ちゃん（新明団地）
1歳 R2年3月1日生まれ

中
なか

原
はら

維
い

慎
しん

ちゃん（栄）
2歳 H31年3月26日生まれ

永
なが

田
た

鈴
り

結
ん

ちゃん（富の原西）
1歳 R2年3月19日生まれ

南
みなみ

　詩
し

乃
の

ちゃん（福本一）

1歳 R2年3月25日生まれ
西
にし

山
やま

湊
みな

士
と

ちゃん（富の原一）
1歳 R2年3月4日生まれ

西
にし

口
ぐち

茉
ま

凜
りん

ちゃん（間所） 西
にし

口
ぐち

果
か

凜
りん

ちゃん（間所）
3歳 H30年3月15日生まれ 3歳 H30年3月15日生まれ

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
生きる力を育む保育を理
念とし、一人一人を大切に
保育しています。市の中心
に位置し周りに小学校や警
察署等公共施設も多く安
心して利用できる場所です。

施設から一言
自然に囲まれた広い園舎
と園庭で様々な体験を通
して子ども達の「生きる力」
を育む保育を行っています。
子ども達の笑顔溢れる温
かい雰囲気の保育園です。

菊池第２さくら幼楽園 菊池さくら保育園
隈府785番地
☎0968（25）2918

豊間３０１番地９
☎0968（24）3880

㈪～㈮ 午前９時～午後６時㈪～㈮ 午前９時～午後６時
　　　　  授乳の場、おむつ交換の
場およびミルク用のお湯の提供

　　　　　授乳の場、おむつ交換
の場およびミルク用のお湯の提供

利用時間 利用時間

利用内容 利用内容

令
和
３
年
４
月
中
に
誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
市
長
公
室
広
報
交
流
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

専用フォーム

城
じょう

　美
み

伶
れい

ちゃん（北原）

2歳 H31年3月17日生まれ
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